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G I G A ス クール構想事業 町立小中学校のネットワーク調査・設計委託料・ネットワーク工事 １０,０００

事 業 名 補正額内　　　　　容

令和元年度　一般会計予算
4，901万円を増額

総額121億6，689万円に

令和２年 第８回定例会（３月議会）

工事請負費（未就学児安全対策）社会資本整備総合交付金事業 ８,６６０

社会資本整備総合交付金事業 橋梁撤去負担金（泉山25号線） ７,００５

高齢者と幼児のコミュニティハウス建設事業 コミュニティハウス建設工事請負費 △　７,２７０

国 民 健 康 保 険 事 業 保険基盤安定操出金、出産育児一時金操出金等 △　３,２８８

△　１,４４１財 産 管 理 事 業 町有地宅地計画策定業務委託料、旧すがの保育園解体工事請負費等

（単位：万円）令和元年度一般会計補正予算の主な事業

特別会計・企業会計補正
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計

公 共 下 水 道 事 業 会 計
農 業 集 落 排 水 事 業

浄 化 槽 整 備 推 進 事 業

水 道 事 業 会 計

○
○
○

○
○

○

○

（一般被保険者療養給付費等の増 )
（後期高齢者医療広域連合納付金の増）
（居宅介護サービス給付費等の減）
　　　　　　
収益的支出（固定資産除却費）
収益的支出（負担金）
（企業債、国庫補助金、県道電柱移設工事補償費）
資本的支出（委託料、工事請負費）
収益的支出（固定資産除却費）
（建設改良企業債・国庫補助金・工事負担金）
収益的収入（消火栓修繕負担金）
収益的支出（消費税）

407万円
465万円

△3,315万円

697万円
1万円

△2,445万円
△2,477万円
201万円
△8万円
66万円
475万円
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○ 議 会 費

○ 総 務 費　

○ 民 生 費　

○ 衛 生 費

○ 農林水産業費
　
○ 商 工 費

○ 土 木 費

○ 消 防 費

○ 教 育 費　

２．６％

対前年度伸び率

１８３億４３３７万円

総 　 額

２４億６７１９万円

企業会計（※2）

５６億５３１８万円

特別会計（※1）

１０２億２３００万円

一 般 会 計

Ｈ３０

１．２％１８５億６３０８万円２６億６７３５万円５１億 ３７３万円１０７億９２００万円Ｒ１

２．５％１９０億３２８８万円２３億７０３２万円５１億８８５６万円１１４億７４００万円Ｒ２

令和２年度の主要事業と予算

有田町全体での予算規模をみると、令和２年度の一般会計は前年度比６.３％増、特別会計は１.７％増、企業

会計は１１.１％減、総額では２.５％増となっています。

町の予算規模の推移（3ヵ年）

(※1）特別会計：国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療、有田南部工業団地造成事業

(※2）収益勘定及び資本勘定の歳出額の合計：水道事業、浄化槽整備推進事業、公共下水道事業、農業集落排水事業

令和２年度 一般会計予算
１１４億７,４００万円を可決

　令和２年３月議会は、３月３日から３月１３日ま

で１１日間の会期で、開催されました。

　初日には町長から今後の町づくりの施政方針

が発表されました。

令和２年度一般会計予算は、新年度の通年予算

であり、昨年に引き続き枠配分方式を取り入れ、

限られた予算を効率的かつ効果的に活用する編

成となっています。

：議会タブレット事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６８万円
　　議会のペーパーレス化を図るために要するタブレット通信料など。
：定住促進事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　３,２８０万円
　　有田町への定住を促進するため、住宅の取得等に対し奨励金を交付。
：子どもインフルエンザ予防接種助成事業　　　　　　 　　　　　 　　　 ３００万円
　　 助成対象者を、１歳から中３までに拡大。
：伊万里・有田地区医療福祉組合（病院事業会計）負担金　　　　　　　２０,４５０万円
　　伊万里有田共立病院事業運営に要する負担金。
：中山間地域等直接支払制度事業　　　　　　　　　　　　　  　　　　７,２９６万円　
　　中山間地域の農業と農地等が守られるよう、交付金による支援。
：グローバル人材交流事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００万円
　　佐賀大学、立命館アジア太平洋大学と連携し、学生のインターンシップや
　　現地実習等の人材交流を行い、グローバルな視点を備えた人材育成を目指す。
：社会資本整備総合交付金事業（南原原宿線道路改良事業）　　　　　　１５,０１３万円
      （財源：国７,９５０万円、合併特例債６,７００万円）用地購入費、補償費など。
　交通安全対策補助事業（下舞原松葉線）　　　　　　　　　　　　　　 ３,０１０万円
　　（財源：国１,７４０万円　合併特例債１,２００万円）工事請負費。
：消防団員訓練・研修事業　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　 ３３９万円
　　消防団員としての資質向上を図るための訓練手当や消防学校入校経費。
：不登校傾向生徒支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １９０万円
　　相談業務委託料。
　ありたを誇りに思う教育推進事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２４万円
　　子どもたちが家族や地域の歴史を調べ発表することで、家族の絆や地域愛を育む。
　（学校教育）小学校４校の教育振興事業　　　　　　　　　　　　　　　 ７２７万円
　　　　　　中学校２校の教育振興事業　　　　　　　　　　　　　　 １,５３２万円　
　（生涯学習・社会体育）歴史と文化の森公園管理事業　　　　　　　 １０,８３４万円
　　　　　　　　（財源：繰入金５,３６４万円、緊急防災・減災事業債１,５４０万円）
　　　　　　　赤坂球場施設管理事業　　　　　　　　　　　   　　　３３,８３７万円
　　　　　　　　（財源：県５１３万円、使用料９万円、合併特例債３１,５２０万円）
　（文化財）伝統的建造物群保存修理事業　　　　　　　　　　　　　　２,４４５万円
　　　　　　　　（財源：国１,０２７万円、県３６９万円）

内山地区を中心に保存修理を行い、歴史的景観の維持に努める。
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※各議案は、関係委員会で予備審査をして本会議に付されます。予備審査の詳細は委員会報告をご覧ください。

提　　　　出　　　　議　　　　案 議決の結果議案番号

賛成全員人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて諮問第１号

賛成全員専決処分（令和元年度有田町一般会計補正予算（第６号））の承認を求めることについて議案第１号

賛成全員有田町教育長の任命について議案第２号

賛成全員有田町教育委員会委員の任命について議案第３号

賛成全員新町建設計画の一部変更について議案第４号

賛成全員伊万里・有田地区定住自立圏形成協定の一部変更について議案第５号

賛成全員有田町公益的法人等への職員の派遣等に関する条例について議案第６号

賛成全員有田町印鑑条例の一部を改正する条例について議案第７号

賛成全員有田町定住促進住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について議案第８号

賛成全員有田町監査委員に関する条例の一部を改正する条例について議案第９号

賛成全員有田町行政財産使用料に関する条例の一部を改正する条例について議案第１０号

賛成全員有田町営住宅条例の一部を改正する条例について議案第１１号

賛成全員有田町体育施設条例の一部を改正する条例について議案第１２号

賛成全員有田町都市景観条例の一部を改正する条例について議案第１３号

賛成全員令和元年度　有田町多世代交流センター新築建築工事請負契約の変更について議案第１４号

賛成全員令和元年度　有田町多世代交流センター新築電気、機械設備工事請負契約の変更について議案第１５号

賛成全員町道路線の認定について（町道外尾山１８号線・１９号線）議案第１６号

賛成全員町道路線の変更認定について（町道本幸平１号線）議案第１７号

賛成全員町道路線の廃止について（町道本幸平２号線）議案第１８号

賛成全員令和元年度有田町一般会計補正予算（第７号）について議案第１９号

賛成全員令和元年度有田町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について議案第２０号

賛成全員令和元年度有田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について議案第２１号

賛成全員令和元年度有田町介護保険特別会計補正予算（第４号）について議案第２２号

賛成全員令和元年度有田町公共下水道事業会計補正予算（第２号）について議案第２３号

賛成全員令和元年度有田町農業集落排水事業会計補正予算（第１号）について議案第２４号

賛成全員令和元年度有田町浄化槽整備推進事業会計補正予算（第２号）について議案第２５号

賛成全員令和元年度有田町水道事業会計補正予算（第３号）について議案第２６号

賛成全員令和２年度有田町一般会計予算について議案第２７号

賛成全員

賛成全員

令和２年度有田町国民健康保険特別会計予算について議案第２８号

令和２年度有田町後期高齢者医療特別会計予算について議案第２９号

賛成全員令和２年度有田町介護保険特別会計予算について議案第３０号

賛成全員令和２年度有田南部工業団地造成事業特別会計予算について議案第３１号

賛成全員令和２年度有田町公共下水道事業会計予算について議案第３２号

賛成全員令和２年度有田町農業集落排水事業会計予算について議案第３３号

賛成全員令和２年度有田町浄化槽整備推進事業会計予算について議案第３４号

賛成全員令和２年度有田町水道事業会計予算について議案第３５号

令和２年第８回定例会における議案の審議結果
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談
し
、
方
向
性

　
を
模
索
中
で
あ
る
。

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

▼
令
和
２
年
度
有
田
南
部
工
業

　
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計
予

　
算

梶
原
委
員
　
造
成
事
業
に
関
し

　
て
、
拓
く
タ
イ
ミ
ン
グ
は
い

　
つ
な
の
か
。

副
町
長
　
企
業
を
呼
ぶ
た
め
に

　
は
拓
い
て
い
た
方
が
よ
い
が
、

　
現
在
工
事
費
が
上
昇
傾
向
で

　
あ
る
。
前
向
き
に
進
め
た
い

　
が
、
判
断
が
難
し
い
。

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

 

　
次
の
議
案
は
賛
成
全
員
で
可

決
し
ま
し
た
。

▼
有
田
町
営
住
宅
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例

▼
町
道
路
線
の
認
定

▼
町
道
路
線
の
廃
止

▼
令
和
元
年
度
有
田
町
農
業
集

　
落
排
水
事
業
会
計
補
正
予
算

　（
第
１
号
）

▼
令
和
元
年
度
有
田
町
水
道
事

　
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

▼
令
和
２
年
度
有
田
町
公
共
下

　
水
道
事
業
会
計
予
算

▼
令
和
２
年
度
有
田
町
農
業
集

　
落
排
水
事
業
会
計
予
算

▼
令
和
２
年
度
有
田
町
浄
化
槽

　
整
備
推
進
事
業
会
計
予
算

▼
令
和
２
年
度
有
田
町
水
道
事

　
業
会
計
予
算

産
業
建
設
常
任
委
員
会

商
工
、環
境
、農
林
、土
木
建
設
、上
・
下

水
道
、農
業
集
落
排
水
、浄
化
槽
、宅
地

分
譲
な
ど
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
審

議
し
ま
す
。

▲捕獲されたイノシシ

▲ポーセリンパーク側上空より望む南部工業団地予定地
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○
　

（
委
員
会
構
成
議
員　

５
人
）

委

員

長　

今
泉
藤
一
郎

副
委
員
長　

蒲
原
多
三
男

▼
令
和
元
年
度
有
田
町
多
世
代

　

交
流
セ
ン
タ
ー
新
築
建
築
工

　

事
請
負
契
約
の
変
更

福
島
委
員
○
道
路
の
安
全
対
策

　
を
考
慮
し
て
欲
し
い
が
。

副
町
長
　
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
出

　
入
り
し
や
す
い
よ
う
に
道
路

　
を
拡
幅
す
る
工
事
を
す
る
。

諸
隈
委
員
　
大
幅
な
設
計
変
更

　
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
工
事

　
費
は
設
計
の
段
階
か
ら
精
査

　
し
て
欲
し
い
が
。
加
え
て
、　

　
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
掛
か

　
ら
な
い
よ
う
に
注
意
す
べ
き

　
で
は
。

副
町
長
　
設
計
段
階
で
今
後
精

　
査
し
て
い
き
た
い
。
皆
さ
ん

　
に
喜
ば
れ
る
よ
う
な
施
設
に

　
し
て
い
き
た
い
。

子
育
て
支
援
課
長
　
今
後
は
、

　
多
額
の
工
事
増
に
な
ら
な
い

　
よ
う
に
注
意
を
し
て
い
き
た

　
い
。（

採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

▼
令
和
元
年
度
有
田
町
多
世
代

　

交
流
セ
ン
タ
ー
新
築
電
気
、

　

機
械
設
備
工
事
請
負
契
約
の

　

変
更

藤
委
員
　
他
の
事
業
も
契
約
関

　
係
は
注
意
を
し
て
、
慎
重
に

　
し
て
欲
し
い
が
。

副
町
長
　
設
計
の
段
階
で
精
査

　
を
し
て
い
き
た
い
。

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

▼
令
和
元
年
度
有
田
町
一
般
会

　

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

諸
隈
委
員
　
施
設
等
利
用
給
付

　
事
業
の
減
額
の
説
明
を
。

子
育
て
支
援
課
長
　
未
移
行
幼

　
稚
園
や
認
可
外
保
育
施
設
等

　
へ
の
給
付
分
が
実
績
見
込
み

　
に
よ
り
減
額
に
な
っ
た
。

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

▼
令
和
元
年
度
有
田
町
国
民
健

　

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

（
第
３
号
）

福
島
委
員
　
国
保
会
計
へ
の
繰

　
出
金
の
状
況
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
被
保
険
者
数

　
は
減
っ
て
い
る
が
、
高
齢
化

　
が
進
ん
で
低
所
得
者
世
帯
が

　
増
え
る
た
め
、
繰
出
金
は
減

　
ら
な
い
状
況
。

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

▼
令
和
元
年
度
有
田
町
後
期
高

　

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

　

算
（
第
２
号
）

福
島
委
員
　
高
齢
化
が
進
む
状

　
況
で
、
今
後
の
繰
出
金
は
ど

　
う
な
る
か
。

健
康
福
祉
課
長
　
負
担
割
合
が

　
12
分
の
１
に
な
っ
て
お
り
、

　
今
後
も
被
保
険
者
が
増
え
る

　
こ
と
か
ら
、
繰
出
金
は
減
ら

　
な
い
状
況
。

蒲
原
委
員
　
今
後
は
介
護
士
が

　
不
足
す
る
が
、
町
独
自
で
介

　
護
従
事
者
へ
手
当
の
加
算
が

　
で
き
な
い
か
。

健
康
福
祉
課
長
　
そ
の
よ
う
な

　
問
題
が
出
て
く
る
と
思
う
の

　
で
、
今
後
考
え
て
い
く
。

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

▼
令
和
２
年
度
有
田
町
一
般
会

　

計
予
算

藤
委
員
　
老
人
施
設
入
所
の
説

　
明
を
。

健
康
福
祉
課
長
　
現
在
12
人
の

　
入
所
で
、
来
年
度
は
２
人
増

　
を
見
込
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、

　
経
済
的
に
厳
し
く
一
人
暮
ら

　
し
が
困
難
な
方
を
対
象
に
措

　
置
入
所
を
実
施
し
て
い
る
。

　
費
用
は
交
付
税
措
置
の
対
象

　
と
な
っ
て
い
る
。

諸
隈
委
員
　
配
食
サ
ー
ビ
ス
の

　
現
状
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
現
在
26
人
。

福
島
委
員
　
不
登
校
傾
向
生
徒

　
支
援
事
業
の
現
状
は
。

教
育
長
　
不
登
校
は
い
ろ
ん
な

　
要
因
が
あ
り
、
一
人
ひ
と
り

　
の
状
況
が
違
う
の
で
、
対
話

　
を
大
切
に
し
て
適
切
な
対
応

　
を
心
掛
け
て
い
る
。

藤
委
員
　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
聖
火
リ
レ
ー
事
業
費
の
説
明

　
を
。

生
涯
学
習
課
長
　
有
田
町
で
５

　
月
10
日
に
行
わ
れ
る
聖
火
リ

　
レ
ー
で
、
旧
東
出
張
所
か
ら

　
泉
山
の
磁
石
場
組
合
事
務
所

　
付
近
ま
で
の
２
・
３
k
m
で

　
実
施
さ
れ
る
。
そ
の
際
に
、

　
３
０
０
人
程
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
ア
を
予
定
し
て
い
る
。

副
町
長
　
こ
の
警
備
体
制
は
警

　
察
と
県
実
行
委
員
会
か
ら
の

　
要
請
で
あ
る
。

　（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

▼
令
和
２
年
度
有
田
町
後
期
高

　

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

今
泉
委
員
　
今
後
の
保
険
料
は

　
ど
う
な
る
。

健
康
福
祉
課
長
　
令
和
２
年
度

　
〜
令
和
３
年
度
ま
で
は
、
均

　
等
割
額
が
５
１
，
８
０
０
円

　
か
ら
５
２
，
３
０
０
円
に
増

　
額
。
所
得
割
額
の
率
が
９
・

　
88
％
か
ら
10
・
06
％
に
上
が

　
る
。

　（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

　
次
の
議
案
は
賛
成
全
員
で
可

決
し
ま
し
た
。

▼
有
田
町
体
育
施
設
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
有
田
町
都
市
景
観
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
令
和
元
年
度
有
田
町
介
護
保

　
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

　
４
号
）

▼
令
和
２
年
度
有
田
町
国
民
健

　
康
保
険
特
別
会
計
予
算

▼
令
和
２
年
度
有
田
町
介
護
保

　
険
特
別
会
計
予
算

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
民
生
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
介
護
、

教
育
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
審
議
し

ま
す
。

▲多世代交流センター「ゆいたん」
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３月定例議会委員会審議

（
委
員
会
構
成
議
員
　
６
人
）

委

員

長
　
古
賀
　
四
郎

副
委
員
長
　
松
永
　
俊
和

▼
新
町
建
設
計
画
の
一
部
変
更

松
永
委
員
　
計
画
書
の
表
や
グ

　
ラ
フ
が
平
成
12
年
ご
ろ
の
分

　
で
情
報
が
古
い
。
新
し
い
情

　
報
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

　
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
こ
の
計
画

　
は
合
併
時
に
立
て
た
も
の
。

　
計
画
で
は
合
併
当
時
の
状
況

　
を
踏
ま
え
、
今
後
の
ま
ち
づ

　
く
り
を
示
す
必
要
が
あ
り
当

　
時
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
。

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

▼
有
田
町
行
政
財
産
使
用
料
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例

池
田
委
員
　
町
の
施
設
利
用
料

　
単
価
の
根
拠
と
今
後
の
規
定 

　
を
定
め
る
べ
き
で
は
。

財
政
課
長
　
経
費
や
耐
用
年
数

　
を
参
考
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
一
部
見
直
し
は
行
っ
て
い
た

　
が
過
去
の
経
緯
か
ら
齟
齬
が

　
発
生
す
る
の
で
厳
し
い
。

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

▼
令
和
元
年
度
有
田
町
一
般
会

　
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

松
永
委
員
　
地
域
の
未
来
ス
イ

　
ッ
チ
事
業
費
減
額
の
説
明
を
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
こ
の
事
業

　
は
、
補
助
上
限
が
１
０
０
万

　
円
で
50
万
円
以
上
の
事
業
、

　
人
口
減
少
地
区
に
お
け
る
取

　
り
組
み
が
対
象
と
な
っ
て
い

　
る
。
今
年
度
は
申
請
が
な
か

　
っ
た
。
令
和
２
年
度
は
上
限

　
１
０
０
万
円
以
内
で
あ
れ
ば
、

　
地
区
内
で
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド

　
を
一
緒
に
申
請
で
き
る
よ
う

　
に
す
る
。
毎
年
総
区
長
会
で

　
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

▼
令
和
２
年
度
有
田
町
一
般
会

　
計
予
算

樋
渡
委
員
　
議
会
タ
ブ
レ
ッ
ト

　
事
業
で
、
デ
ー
タ
容
量
が
増

　
え
て
も
大
丈
夫
な
の
か
。

財
政
課
長
　
保
存
容
量
は
あ
る

　
程
度
は
大
丈
夫
で
あ
る
。
運

　
用
が
確
実
に
固
ま
っ
て
は
い

　
な
い
の
で
今
後
の
検
討
課
題

　
に
な
る
が
、
工
夫
し
な
が
ら

　
追
加
料
金
が
か
か
ら
な
い
よ

　
う
に
し
た
い
。

松
永
委
員
　
旧
す
が
の
保
育
園

　
解
体
工
事
の
説
明
を
。

財
政
課
長
　
内
容
を
見
直
し
て

　
こ
の
金
額
に
な
っ
た
。
当
初

　
は
建
物
だ
け
を
解
体
す
る
予

　
定
だ
っ
た
が
、
今
後
の
こ
と

　
を
考
え
て
建
物
の
周
囲
を
含

　
め
て
解
体
と
整
備
を
す
る
こ

　
と
に
な
っ
た
。

中
島
委
員
　
防
災
諸
費
事
業
で
、

　
町
内
で
も
防
災
士
が
増
え
て

　
き
た
が
、
連
絡
協
議
会
の
よ

　
う
な
活
動
は
。

総
務
課
長
　
現
在
、
町
内
に
防

　
災
士
が
40
〜
50
人
程
お
ら
れ

　
る
。
町
で
は
自
主
防
災
組
織

　
連
絡
協
議
会
を
立
ち
上
げ
て

　
い
る
。
防
災
士
は
地
域
に
根

　
差
し
た
活
動
を
さ
れ
て
い
る

　
の
で
、
情
報
交
換
の
場
が
必

　
要
で
あ
れ
ば
今
後
考
え
て
い

　
き
た
い
。

中
島
委
員
　
消
防
団
員
訓
練
・

　
研
修
事
業
で
団
員
の
加
入
促

　
進
へ
の
予
算
は
検
討
さ
れ
て

　
い
る
か
。

総
務
課
長
　
町
内
各
部
の
格
納

　
庫
へ
、
募
集
の
の
ぼ
り
旗
や

　
車
へ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
設
置

　
す
る
な
ど
告
知
を
し
て
き
た
。

　
団
員
加
入
促
進
は
消
防
団
の

　
幹
部
会
で
も
検
討
さ
れ
て
い

　
る
。
今
後
も
消
防
団
と
話
を

　
し
な
が
ら
ベ
ス
ト
な
方
法
を

　
考
え
て
い
き
た
い
。

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

　
次
の
議
案
は
賛
成
全
員
で
可

決
し
ま
し
た
。

▼
伊
万
里
・
有
田
地
区
定
住
自

　
立
圏
形
成
協
定
の
一
部
変
更

▼
有
田
町
公
益
的
法
人
等
へ
の

　
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条

　
例

▼
有
田
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例

▼
有
田
町
監
査
委
員
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例

▼
有
田
町
行
政
財
産
使
用
料
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例

▲タブレット使用の議会

▲防災訓練の写真

▲出初式写真

総
務
常
任
委
員
会

総
務
に
関
す
る
こ
と
、他
の
委
員
会
に

属
し
な
い
こ
と
、全
般
に
つ
い
て
審
議

し
ま
す
。
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松永 俊和議員

一

般

質

問

町
政
を

徹
底
追
求
！

答

クリーンパーク有田についての地元説明は

飛灰搬入状況や水質は報告している

　一
般
質
問
と
は
、議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

　時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る「
一
問
一
答
方
式
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

▽
飛
灰
の
搬
入
状
況

議
員
○
さ
が
西
部
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
飛
灰
の
搬

入
状
況
は
。

住
民
環
境
課
長
　
平
成
27
年

か
ら
は
左
記
の
通
り
。

搬
入
実
積
は
計
画
の
半
分
ほ

ど
に
な
っ
て
い
る
。

議
員
　
災
害
廃
棄
物
を
受
け

入
れ
て
、
水
処
理
施
設
の
不

具
合
な
ど
は
な
い
の
か
。

住
民
環
境
課
長
　
平
成
28
年

度
か
ら
比
べ
る
と
カ
ル
シ
ウ

ム
濃
度
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

議
員
　
放
流
水
の
水
質
変
化

や
対
応
策
な
ど
を
地
元
へ
告

知
は
で
き
て
い
る
か
。

住
民
環
境
課
長
　
カ
ル
シ
ウ

ム
濃
度
が
高
く
な
る
と
、
施

設
の
配
管
が
つ
ま
り
、
水
処

理
が
で
き
な
く
な
る
。
炭
酸

ソ
ー
ダ
の
添
加
量
を
増
や
し
、

化
学
反
応
時
間
を
長
く
す
る

た
め
、
反
応
槽
を
大
き
く
し

て
対
応
し
て
い
る
。
固
め
た

カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
取
り
出
し

て
放
水
し
て
い
る
。
問
題
が

発
生
し
た
段
階
で
、
地
元
の

区
長
や
生
産
組
合
長
に
連
絡

し
て
い
る
。
対
策
の
終
了
後

は
地
元
へ
結
果
報
告
を
し
て

い
る
。

議
員
　
今
後
も
問
題
な
ど
が

発
生
し
た
場
合
は
、
速
や
か

に
地
元
へ
連
絡
と
対
応
を
。

住
民
環
境
課
長
　
そ
の
よ
う

に
対
応
す
る
。

議
員
　
処
分
場
は
、
あ
と
何

年
ぐ
ら
い
使
え
る
の
か
。

住
民
環
境
課
長
　
搬
入
状
況

と
現
残
容
量
か
ら
最
長
で
10

年
程
使
え
る
と
み
て
い
る
。

議
員
　
ま
だ
先
の
こ
と
だ
が
、

跡
地
利
用
に
つ
い
て
地
元
と

の
覚
書
に
「
最
終
処
分
場
閉

鎖
後
、
跡
地
利
用
に
つ
い
て

は
、
戸
杓
区
と
協
議
し
て
決

め
る
」
と
あ
る
が
、
家
庭
菜

園
や
町
営
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

し
て
欲
し
い
な
ど
の
声
が
あ

る
。
跡
地
利
用
に
は
、
地
元

と
十
分
協
議
し
て
決
め
て
ほ

し
い
。

住
民
環
境
課
長
　
閉
鎖
後
に

つ
い
て
は
、
地
元
と
協
議
し

て
決
め
て
い
き
た
い
。

▽
戸
杓
川
の
堆
積
物
の
除
去

議
員
　
昨
年
の
豪
雨
で
堰

（
せ
き
）
が
堆
積
物
で
川
幅

一
杯
に
な
っ
た
。
こ
の
ま
ま

で
は
、
少
し
の
雨
量
で
も
越

水
し
て
水
田
や
民
家
に
甚
大

な
被
害
が
起
き
て
し
ま
う
。

梅
雨
ま
で
に
堆
積
物
の
徹
去

を
し
て
欲
し
い
。

建
設
課
長
　
こ
こ
は
県
河
川

な
の
で
伊
万
里
土
木
事
務
所

へ
報
告
し
、
要
望
し
て
い
る
。

▽
上
有
田
駅
の
ト
イ
レ

議
員
　
上
有
田
駅
の
ト
イ
レ

は
観
光
客
が
多
く
利
用
さ
れ

て
い
る
。
以
前
、
簡
易
水
洗

化
を
お
願
い
し
た
。「
間
も

な
く
公
共
下
水
道
が
で
き
る

の
で
、
接
続
し
て
対
応
し
た

い
」
と
答
弁
を
も
ら
っ
た
が
、

ま
だ
接
続
で
き
て
い
な
い
。

本
管
が
す
ぐ
近
く
に
で
き
、

地
元
の
方
も
待
ち
望
ん
で
い

る
。
ト
イ
レ
は
Ｊ
Ｒ
の
所
有

で
あ
る
が
観
光
の
面
か
ら
も

き
れ
い
な
ト
イ
レ
を
望
む
。

商
工
観
光
課
長
　
管
理
や
清

掃
も
Ｊ
Ｒ
で
行
っ
て
い
る
。

昨
年
７
月
に
地
元
区
長
や
、

ま
ち
づ
く
り
団
体
が
、「
上

有
田
駅
公
衆
ト
イ
レ
水
洗
化
」

の
請
願
書
を
提
出
さ
れ
て
い

る
。Ｊ
Ｒ
に
確
認
し
た
が
、

現
時
点
で
は
、
Ｊ
Ｒ
内
関
係

部
署
で
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

町
も
観
光
面
・
利
便
性
を
考

え
、
Ｊ
Ｒ
に
要
望
を
続
け
て

い
く
。

▽
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
採
用

議
員
　
交
通
空
白
地
区
の
解

消
対
策
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
境
野
・

古
木
場
・
南
山
地
区
が
交
通

空
白
地
域
で
あ
る
。
こ
の
地

区
に
お
い
て
、
西
地
区
の
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
方
式
を
導

入
し
4
月
か
ら
運
行
す
る
予

定
で
あ
る
。

▽
買
い
物
弱
者
対
策

議
員
　
生
活
必
需
品
や
生
鮮

食
品
な
ど
の
小
売
り
商
店
が

廃
業
さ
れ
、
年
配
者
は
近
所

で
買
い
物
が
で
き
な
く
な
る
。

こ
の
傾
向
は
有
田
町
全
域
の

傾
向
で
あ
る
。
町
の
施
策
と

し
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

や
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」
な

ど
が
あ
る
が
、
地
区
の
公
民

館
や
広
場
で
移
動
販
売
を
し

て
欲
し
い
と
の
声
が
た
く
さ

ん
あ
る
。
経
産
省
の
補
助
制

度
や
町
で
対
応
が
な
い
か
、

考
え
て
ほ
し
い
。

環

境

行

政

下
水
道
接
続

年
配
者
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
施
策

▲クリーンパーク有田

▲戸杓川の堰

平成 27年度
平成 28年度

平成 29年度

平成 30年度

令和 元 年度

覆土は合計

 （総合計で約8,000トン）
令和元年度は災害廃棄物を含む

2,118トン

1,558トン

1,594トン

1,800トン

1,000トン

｝
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町
政
を

徹
底
追
求
！

答 有田の魅力を活かした仕掛けや研鑽に努める

藤　誠一郎議員

独自ＧＣＦなどの将来的な政策や資金調達が必要では

議
員
○
政
府
は
１
月
28
日
で
、

「
指
定
感
染
症
・
検
疫
感
染

症
」
と
す
る
こ
と
を
閣
議
決

定
し
た
。
政
令
も
２
月
１
日

に
前
倒
し
で
決
定
。
法
律
に

基
づ
い
て
患
者
の
強
制
的
な

入
院
や
、
就
業
制
限
な
ど
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
条
件
が

異
例
の
早
さ
で
整
っ
た
。
町

の
役
割
と
対
応
・
対
策
の
状

況
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
感
染
症
情

報
は
、
国
か
ら
県
へ
伝
わ
り
、

そ
の
後
は
医
療
機
関
で
は
な

く
佐
賀
県
医
師
会
へ
の
連
絡

と
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
町
に

情
報
が
届
く
。
町
民
へ
正
し

い
情
報
を
素
早
く
提
供
す
る

こ
と
が
重
要
。
す
で
に
地
区

医
師
会
や
医
療
機
関
と
連
絡

体
制
を
と
っ
て
い
る
。

議
員
　
町
民
へ
の
予
防
周
知

は
。
ま
た
感
染
者
が
出
た
場

合
の
応
対
は
ど
う
な
る
か
。

健
康
福
祉
課
長
　
情
報
は
日 

　
変
化
し
て
い
る
。
そ
の
都

度
Ｈ
Ｐ
や
防
災
メ
ー
ル
、
有

田
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
協
力

に
よ
る
ス
ポ
ッ
ト
告
知
で
最

新
情
報
を
伝
え
る
。
ま
た
全

戸
配
布
チ
ラ
シ
や
回
覧
板
で

周
知
し
て
い
る
。
仮
に
感
染

者
が
出
た
場
合
は
、
国
の
方

針
に
従
っ
て
対
応
す
る
。
町

民
の
方
々
に
は
、
あ
ら
か
じ

め
相
談
セ
ン
タ
ー
・
か
か
り

つ
け
の
医
療
機
関
へ
電
話
連

絡
を
し
た
上
、
指
示
に
従
い

行
動
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員
　
博
多
着
ク
ル
ー
ズ
船

の
中
国
人
観
光
客
４
人
が
失

踪
す
る
事
案
が
あ
っ
た
。
入

国
済
の
保
菌
疑
い
外
国
人
の

発
見
、
連
絡
・
相
談
は
な
い

の
か
。

健
康
福
祉
課
長
　
帰
国
者
・

接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
で
あ

る
保
健
福
祉
事
務
所
に
は
、

現
時
点
で
感
染
症
に
関
す
る

相
談
等
は
あ
っ
て
い
な
い
。

外
国
人
の
密
航
難
民
に
は
、

保
健
福
祉
事
務
所
で
の
感
染

確
認
や
指
定
医
療
機
関
へ
の

搬
送
な
ど
の
対
応
と
考
え
る
。

議
員
　「
ト
イ
レ
」
や
「
食

事
処
」
な
ど
観
光
客
が
集
中

す
る
場
所
で
の
対
策
・
留
意

す
べ
き
点
は
。「
陶
器
市
」

へ
の
悪
影
響
も
考
え
、
経
済

的
支
援
も
必
要
で
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
店
頭
で
の

マ
ス
ク
着
用
は
も
ち
ろ
ん
、

主
催
者
側
で
も
案
内
所
・
駐

車
場
等
に
て
マ
ス
ク
配
布
や

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
の
設
置

を
行
う
。
そ
の
ほ
か
飛
沫
感

染
・
接
触
感
染
を
防
止
す
る

取
り
組
み
が
考
え
ら
れ
る
。

町
長
　
今
後
の
感
染
流
行
状

況
に
よ
る
た
め
難
し
い
判
断

だ
が
、
町
に
と
っ
て
も
大
事

な
経
済
活
動
で
あ
る
。
主
催

者
で
あ
る
商
工
会
議
所
や
窯

業
界
な
ど
各
関
係
者
と
密
な

連
携
で
、
対
応
し
て
い
く
。

議
員
　
本
年
は
人
口
減
少
に

対
す
る
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
を
目
指
す
、
第
２
期

「
有
田
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
策

定
年
で
あ
る
。
Ａ
Ｐ
Ｕ（
※

１
）
と
の
交
流
協
定
が
締
結

さ
れ
た
。
ど
う
い
う
人
材
を

有
田
で
育
成
し
た
い
の
か
、

な
ぜ
関
係
人
口
（
※
２
）
を

集
め
た
い
の
か
。

商
工
観
光
課
長
　
学
生
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ
て

事
業
者
間
交
流
や
将
来
的
な

活
動
の
場
を
有
田
の
地
に
選

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
期
待
し

て
い
る
。
事
業
を
通
し
て
、

国
際
社
会
に
対
応
で
き
る
よ

う
な
人
材
育
成
に
つ
な
が
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　「
稼
ぐ
地
域
＝
有
田
」

に
変
え
る
た
め
に
、
補
助
金

に
頼
ら
な
い
独
自
政
策
が
欲

し
い
。
移
住
を
促
す
対
策
も

限
界
に
き
て
い
る
の
で
は
。

企
業
誘
致
や
観
光
振
興
一
辺

倒
は
、
人
口
減
少
や
若
者
流

出
に
歯
止
め
を
か
け
ら
れ
な

い
。「
人
・
物
・
金
」
全

て

に
余
裕
が
な
い
と
持
続
可
能

な
地
域
社
会
を
維
持
で
き
な

い
。
ふ
る
さ
と
納
税
も
資
金

や
財
源
集
め
に
制
限
が
か
か

る
中
、
自
治
体
の
新
た
な
調

達
手
段
と
し
て
広
が
っ
て
い

る
広
域
連
携
Ｇ
Ｃ
Ｆ（
※
３
）

の
開
発
や
次
世
代
へ
の
活
用

は
ど
う
か
。

町
長
　
い
か
に
有
田
が
持
つ

魅
力
を
活
か
し
、
寄
附
を
集

め
て
い
け
る
か
が
課
題
。
例

え
ば
法
人
版
ふ
る
さ
と
納
税

を
学
び
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化

す
る
等
、
今
後
に
向
け
て
新

た
な
仕
掛
け
が
で
き
る
よ
う

努
め
た
い
。

【
用
語
解
説
】

※
１
　
Ａ
Ｐ
Ｕ 

…
…
立
命

　
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
の

　
略
称
。
大
分
県
別
府
市
に

　
本
部
を
置
く
日
本
の
私
立

　
大
学
で
あ
る
。

※
２
　
関
係
人
口
…
…
移
住

　
し
た
「
定
住
人
口
」
で
も

　
な
く
、
観
光
に
来
た
「
交

　
流
人
口
」
で
も
な
い
、
地

　
域
や
地
域
の
人
々
と
多
様

　
に
関
わ
る
人
々
の
こ
と
を

　
指
す
。

※
３
　
広
域
連
携
Ｇ
Ｃ
Ｆ

　（
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

　
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
）
…
…

　
共
通
し
た
課
題
に
対
し
、

　
複
数
自
治
体
が
連
携
し
て

　
全
国
か
ら
寄
附
や
資
金
を

　
募
る
仕
組
み
。

　議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る

感
染
予
防
を
含
め
た
危
機
管
理

の
徹
底
を
！

有
田
の
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
向
け
て

「
人
・
物
・
金
」の
充
実
を
図
り
、

自
立
行
政
を
目
指
す
た
め
に
！

々
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町
政
を

徹
底
追
求
！

答

溜池決壊時の想定は

甚大な被害を及ぼすと認識

　一
般
質
問
と
は
、議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

　時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る「
一
問
一
答
方
式
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

▽
浚
渫
に
至
っ
た
原
因
、

　
経
緯
、
浚
渫
費
、
受
益

　
者
面
積
の
増
減
推
移
、

　
水
田
転
作
、
畑
作
化
に

　
よ
る
堤
の
用
途
変
更
の

　
可
能
性
と
今
後
の
管
理

　
は

議
員
○
10
年
ほ
ど
前
、
議
員

に
な
っ
た
頃
、
区
民
か
ら
悪

臭
対
策
の
要
望
を
受
け
た
が
、

地
元
受
益
者
の
負
担
で
解
決

す
べ
き
で
あ
る
と
指
導
を
受

け
た
。
今
ま
で
の
町
長
は
、

地
元
受
益
者
負
担
な
し
の
判

断
が
で
き
な
か
っ
た
為
に
周

辺
の
人
た
ち
は
長
い
間
臭
い

）

に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
。
今
後
、

同
じ
状
況
が
発
生
し
た
場
合
、

町
は
同
じ
対
応
を
速
や
か
に

取
る
こ
と
を
確
認
し
た
い
。

建
設
課
長
　
議
員
が
平
成
26

年
３
月
に
質
問
さ
れ
た
際
の

答
弁
は
元
農
林
課
長
が
基
本

的
な
た
め
池
の
維
持
管
理
に

対
す
る
町
の
考
え
方
を
答
弁

さ
れ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

生
涯
学
習
課
長
　
こ
の
溜
池

は
世
界
焱
の
博
覧
会
前
に
統

合
整
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

雨
の
日
以
外
は
、
溜
池
へ
の

水
の
流
入
が
非
常
に
少
な
く

水
が
循
環
し
な
い
要
因
で
、

水
草
が
大
量
発
生
し
た
。
悪

臭
の
度
合
い
が
増
し
て
き
た

た
め
、
平
成
30
年
に
近
隣
の

黒
川
区
か
ら
悪
臭
環
境
に
つ

い
て
要
望
が
あ
っ
た
。
溜
池

を
干
し
て
、
状
況
を
見
た
が

根
本
的
な
解
決
策
が
な
か
っ

た
の
で
、
庁
内
協
議
の
結
果
、

文
化
的
な
歴
史
公
園
周
辺
の

環
境
面
及
び
溜
池
管
理
者
だ

け
の
問
題
で
済
ま
さ
れ
な
い

こ
と
を
考
慮
し
、
５
６
０
万

円
ほ
ど
を
か
け
て
溜
池
環
境

の
改
善
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

▽
決
壊
時
に
下
流
部
の
被

　
害
は
ど
の
よ
う
な
状
況

　
を
想
定
す
る
か

議
員
　
昨
年
８
月
27
日
の
大

雨
で
、
新
堤
を
管
理
し
て
い

る
方
は
心
配
で
午
後
か
ら
会

社
を
休
み
、
堤
の
状
況
を
確

認
さ
れ
た
。
す
で
に
堤
の
水

は
ノ
コ
シ
（
※
）
で
は
吐
き

き
れ
ず
土
手
を
超
え
る
状
況

で
、
決
壊
の
恐
れ
を
感
じ
、

区
長
と
相
談
し
て
周
辺
住
民

20
数
人
と
避
難
を
始
め
た
。

決
壊
時
の
状
況
を
ど
の
よ
う

に
想
定
す
る
か
。

建
設
課
長
　
下
流
に
あ
る
小

堤
、
幸
の
上
溜
池
を
直
撃
し

土
石
流
が
甚
大
な
被
害
を
及

ぼ
す
と
認
識
し
て
い
る
。

▽
防
災
溜
池
と
し
て
の
機

　
能
向
上
の
た
め
に
ノ
コ

　
シ
の
改
良

議
員
　
こ
の
ノ
コ
シ
の
状
況

は
貧
弱
で
、
今
年
の
雨
季
ま

で
に
、
ノ
コ
シ
の
改
良
に
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

建
設
課
長
　
区
か
ら
要
望
が

あ
れ
ば
対
応
す
る
。

▽
堤
へ
の
流
入
箇
所
上
流

　
部
の
問
題
点
・
個
人
負

　
担
に
よ
る
防
災
工
事
は

　
町
の
責
任
放
棄
で
は

議
員
　
山
の
斜
面
か
ら
の
水

と
、
枯
葉
や
落
ち
葉
で
詰
ま

っ
た
側
溝
の
水
で
道
路
は
川

の
状
態
で
通
れ
な
く
な
る
。

流
入
口
の
改
良
が
必
要
だ
。

建
設
課
長
　
町
道
開
田
線
の

道
路
側
溝
・
桝
の
土
砂
堆
積

に
つ
い
て
は
、
過
去
２
年
に

渡
り
、
豪
雨
で
堆
積
し
た
土

砂
の
撤
去
を
実
施
し
て
い
る
。

流
入
口
の
管
理
は
そ
の
都
度

し
て
い
る
。
責
任
放
棄
で
は

な
い
。

▽
山
羊
に
よ
る
農
用
地
機

　
能
維
持
管
理
の
助
成
を

議
員
　
山
羊
は
耕
作
放
棄
地

を
よ
く
管
理
し
て
い
る
。
飼

育
用
ネ
ッ
ト
に
助
成
を
し
て

欲
し
い
。

農
林
課
長
　
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
で
の
、
対
応

を
お
願
い
し
た
い
。

※
ノ
コ
シ
…
余
水
吐
（
堤
か

　
ら
川
へ
の
出
口
）

下
の
溜
池
の
浚
渫
工
事

北
ノ
川
内
新
堤
の
現
状
と

機
能
向
上

▲地元負担なし溜池浚渫

▲1.5km下流新定２号橋

▲新堤のノコシの改良を ▲新堤上流部の詰まった側溝

▲山羊での農用地機能維持
　管理状況（北ノ川内）
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町
政
を

徹
底
追
求
！

答 業種を問わず後継者不足である

岳川 淳彦議員

地場産業の事業承継の現状は

▽
農
林
業
、
窯
業
、
商
工
業 

　
の
事
業
承
継

議
員
○
地
域
や
経
済
の
賑
わ

い
を
担
う
中
小
企
業
、
小
規

模
事
業
者
の
事
業
承
継
は
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

県
内
で
も
37
％
が
後
継
者
不

在
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
町

の
現
状
は
。

農
林
課
長
　
現
在
、
人
・
農

地
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
で
各

集
落
を
回
っ
て
い
る
。
担
い

手
の
問
題
は
ど
の
集
落
で
も

同
じ
よ
う
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
農
業
に
お
け
る
承
継

者
は
こ
こ
数
年
で
新
た
に
５

人
程
い
る
。

商
工
観
光
課
長
　
商
工
会
議

所
が
、
約
４
０
０
の
事
業
者

に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
て

い
る
。
後
継
者
が
決
ま
っ
て

い
る
と
回
答
し
た
方
が
３
割
、

い
な
い
が
３
割
、
残
り
の
４

割
が
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い

と
な
っ
て
い
る
。
陶
磁
器
業

界
に
関
し
て
は
、
窯
元
、
商

社
は
、
先
ほ
ど
の
比
率
と
あ

ま
り
変
わ
ら
な
い
結
果
に
な

っ
て
い
る
が
、
型
、
生
地
製

造
業
で
は
後
継
者
が
い
な
い

と
し
た
回
答
割
合
が
高
く
な

っ
て
い
る
。

▽
事
業
承
継
税
制
の
相
続 

　
税
及
び
贈
与
税

議
員
　
納
税
猶
予
制
度
の
説

明
を
。

税
務
課
長
　
事
業
承
継
税
制

は
個
人
版
と
法
人
版
が
あ
り

事
業
後
継
者
が
贈
与
ま
た
は

相
続
し
た
際
に
課
さ
れ
る
税

が
、
一
定
の
要
件
を
満
た
せ

ば
そ
の
納
税
が
猶
予
さ
れ
最

終
的
に
は
免
除
と
な
る
制
度
。

個
人
版
は
特
定
事
業
用
資
産

（
土
地
・
建
物
・
減
価
償
却

資
産
）
法
人
版
は
非
上
場
株

式
等
が
対
象
と
な
る
。

▽
円
滑
な
事
業
承
継

議
員
　
資
金
と
情
報
の
手
助

け
が
必
要
だ
が
、
支
援
や
補

助
事
業
に
対
し
て
町
の
考
え

は
。

商
工
観
光
課
長
　
町
と
し
て

は
独
自
の
支
援
策
は
な
い
が
、

各
種
融
資
制
度
な
ど
の
対
応

を
し
て
い
る
。

町
長
　
人
口
減
少
は
間
違
い

な
い
流
れ
で
、
事
業
を
ど
の

よ
う
に
残
し
て
い
く
の
か
が

課
題
で
あ
り
、
県
と
情
報
交

換
を
し
て
、
承
継
が
ス
ム
ー

ズ
に
い
く
よ
う
対
応
し
て
い

き
た
い
。

▽
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

　
の
感
染
症
対
策

議
員
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
が
広
が
っ
て

い
る
が
、
隠
れ
た
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
状
況
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
県
内
の
ピ

ー
ク
が
１
月
20
日
か
ら
26
日

の
１
週
間
で
、
１
医
療
機
関

平
均
27
・
51
人
で
そ
の
後
は
、

激
減
し
た
。
こ
れ
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係
で
予

防
意
識
が
高
ま
っ
た
た
め
で

あ
る
。

議
員
　
感
染
症
予
防
は
人
だ

け
で
な
く
、
時
期
的
に
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
も
懸
念

さ
れ
る
が
、
対
策
は
。

農
林
課
長
　
防
疫
対
策
は
県

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
町

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て

い
る
。
豚
コ
レ
ラ
対
策
は
侵

入
防
止
対
策
事
業
を
行
っ
て

い
る
。
ブ
ロ
イ
ラ
ー
に
つ
い

て
は
、
各
農
場
の
出
入
は
関

係
者
の
み
で
、
農
場
入
口
に

石
灰
散
布
を
し
て
い
る
。

　議
員
　
前
回
の
議
会
で
査
定

が
終
わ
っ
て
復
旧
額
が
決
ま

っ
た
と
回
答
さ
れ
た
が
、
額

に
は
変
動
は
な
い
の
か
。

建
設
課
長
　
農
地
、
農
業
用

施
設
、
災
害
復
旧
の
最
終
査

定
額
が
決
定
し
、
約
１
０
０

０
万
円
の
減
額
と
な
っ
た
。

理
由
と
し
て
、
有
田
川
の
川

口
頭
首
工
の
見
積
が
甘
か
っ

た
。

議
員
　
町
の
災
害
復
旧
の
進

捗
状
況
は
。

建
設
課
長
　
災
害
復
旧
事
業

を
進
め
て
早
期
復
旧
を
目
指

し
た
い
。
公
共
土
木
工
事
進

捗
率
が
20
％
、
農
林
地
崩
壊

防
止
事
業
が
０
％
、
農
地
農

業
用
施
設
が
10
％
で
あ
る
。

議
員
　
幸
平
４
号
線
（
陶
祖

坂
）
の
復
旧
は
陶
器
市
ま
で

に
間
に
合
う
の
か
。

建
設
課
長
　
入
札
不
調
が
あ

り
設
計
変
更
な
ど
を
し
て
対

応
し
て
い
る
が
、
陶
祖
祭
に

は
間
に
合
わ
な
い
。

議
員
　
対
応
策
は
。

建
設
課
長
　
仮
設
の
足
場
を

つ
く
り
対
応
し
た
い
。

　議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

事

業

承

継

感
染
症
ウ
イ
ル
ス

災

害

復

旧

▲事業継承のセミナーのようす

,
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町
政
を

徹
底
追
求
！

答

町民に希望と活力を！町民栄誉賞の制定は

機運が盛り上がれば早急に規則制定をしたい

　一
般
質
問
と
は
、議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

　時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る「
一
問
一
答
方
式
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

議
員
○
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
面

で
、
町
民
に
希
望
と
活
力
を

与
え
る
顕
著
な
功
績
が
あ
っ

た
者
に
、
栄
誉
を
讃
え
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
町
民
栄
誉

賞
表
彰
規
則
の
制
定
は
。

総
務
課
長
　
全
国
の
自
治
体
、

市
町
村
で
は
、
住
民
に
夢
と

希
望
を
与
え
る
功
績
が
あ
っ

た
者
に
対
し
授
与
す
る
場
合

が
あ
る
。
今
後
対
象
と
な
る

住
民
に
対
し
て
、
表
彰
的
な

も
の
を
授
与
す
べ
き
と
い
う

機
運
が
盛
り
上
っ
た
時
に
は
、

協
議
の
上
、
早
急
に
規
則
を

制
定
し
た
い
。

町
長
　
課
長
と
同
感
だ
が
、

担
当
課
と
慎
重
に
協
議
を
重

ね
た
上
で
、
皆
が
納
得
し
た

形
で
進
め
て
い
き
た
い
。

教
育
長
　
町
民
栄
誉
賞
制
定

の
意
図
は
充
分
理
解
で
き
、

し
っ
か
り
と
検
討
す
る
べ
き

と
判
断
し
て
い
る
。

▽
職
員
の
各
種
技
能
資
格

議
員
　
以
前
、
幸
せ
な
町
の

運
営
は
と
の
問
い
に
、
町
長

は
、「
町
の
総
合
商
社
と
し

て
の
職
員
の
能
力
ア
ッ
プ
を

図
る
こ
と
」
と
答
弁
し
た
。

町
職
員
が
各
種
資
格
を
取
得

す
る
こ
と
も
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
一
環
に
寄
与
す
る
こ
と
で

は
。

総
務
課
長
　
町
職
員
が
各
種

資
格
を
取
得
す
る
こ
と
は
、

メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
と
思
う
。

議
員
　
職
員
に
有
害
鳥
獣
捕

獲
従
事
者
の
免
許
取
得
は
。

農
林
課
長
　
有
害
鳥
獣
捕
獲

業
務
は
、
片
手
間
で
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。
担
当
職
員

は
、
各
研
修
な
ど
に
積
極
的

に
参
加
し
、
情
報
提
供
に
努

め
て
い
る
。

議
員
　
昨
年
、
散
策
し
た
い

焼
き
物
の
里
10
選
で
１
位
に

輝
い
た
有
田
町
。
か
た
や
、

一
生
行
か
な
そ
う
な
都
道
府

県
最
下
位
の
佐
賀
県
。
こ
う

し
た
矛
盾
を
解
消
す
る
役
目

が
、
焼
き
物
が
主
た
る
産
業

の
東
地
区
、
岳
の
棚
田
や
築

城
８
０
２
年
を
迎
え
る
唐
船

城
跡
が
あ
る
西
地
区
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
こ
う
考
え

る
と
、
も
っ
と
多
く
の
人
を

引
き
込
む
方
策
と
し
て
、
国

内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
資

格
所
持
の
職
員
の
必
要
性
は
。

商
工
観
光
課
長
　
旅
行
業
の

知
識
を
高
め
て
、
観
光
行
政

に
活
か
し
て
い
く
こ
と
に
は

役
立
つ
と
思
う
が
、
人
事
異

動
も
あ
り
職
員
の
資
格
取
得

に
つ
い
て
は
推
奨
し
て
い
な

い
。
今
後
、
観
光
協
会
と
地

域
限
定
の
旅
行
業
の
資
格
取

得
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
き

た
い
。

町
長
　
町
職
員
は
人
事
異
動

が
あ
り
、
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト

を
育
て
る
風
土
が
あ
る
。
将

来
的
に
は
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
を
育
て
る
こ
と
も
必
要
。

熱
意
あ
る
職
員
が
い
れ
ば
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
。

▽
東
の
玄
関
口
石
場
相
撲
場

議
員
　
陶
器
市
や
秋
の
陶
磁

器
ま
つ
り
な
ど
、
年
間
を
通

し
て
の
石
場
相
撲
場
の
利
用

は
で
き
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長
　
利
用
制
限

は
し
て
い
な
い
。
進
入
路
が

狭
い
の
で
、
車
両
制
限
を
行

え
ば
利
用
可
能
か
。
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
年
間
を
通
し
て
の

観
光
客
が
増
え
れ
ば
、
ト
イ

レ
の
整
備
も
必
要
と
な
る
。

議
員
　
平
成
３
年
12
月
大
相

撲
有
田
巡
業
で
、
数
千
人
の

観
客
で
賑
わ
っ
た
相
撲
場
。

進
入
路
右
側
石
段
に
も
、
観

光
客
誘
引
の
仕
掛
け
と
し
て
、

ベ
ン
ジ
ャ
ラ
を
埋
め
込
み
、

観
光
客
に
利
用
し
て
欲
し
い
。

議
員
　
昨
年
11
月
に
、
大
手

損
保
会
社
と
連
携
を
締
結
し

た
が
、
防
災
等
の
内
容
は
。

総
務
課
長
　
相
互
が
密
接
に

連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各

　
の
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、

地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
を

推
進
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ

り
、
町
主
催
の
防
災
事
業
等

で
は
、
講
師
派
遣
を
依
頼
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

議
員
　
豪
雨
災
害
等
に
よ
り

10
世
帯
以
上
の
家
屋
の
全
壊

が
あ
っ
た
場
合
、
１
戸
当
り

３
０
０
万
円
の
助
成
（
激
甚

災
害
）
が
あ
る
。
し
か
し
家

を
立
て
直
す
と
し
た
ら
明
ら

か
に
資
金
が
不
足
す
る
。
防

災
事
業
で
万
が
一
に
備
え

た
「
安
心
の
防
災
・
安
心
の

減
災
」
と
し
て
の
保
障
制
度

の
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
開
設
は
。

総
務
課
長
　
要
望
が
あ
れ
ば
、

全
般
的
な
保
険
制
度
の
あ
り

方
に
つ
い
て
の
協
力
を
願
え

れ
ば
と
思
う
。

町
の
表
彰
規
則
の
改
正

町
内
施
設
の
有
効
利
用

町
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

防
災
と
災
害
の
損
害
補
償

▲石場相撲場

▲ベンジャラのある小径

々
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町
政
を

徹
底
追
求
！

答 県と共に事業を推進していきたい

原田 一宏議員

南部工業団地
町長の決断と実行あるのみでは

議
員
○
本
年
1
月
20
日
に
産

建
委
員
会
で
県
庁
・
企
業
立

地
課
を
訪
れ
、
企
業
誘
致
に

つ
い
て
の
質
疑
を
行
っ
た
。

「
売
る
た
め
に
は
時
間
が
か

か
る
の
で
、
あ
る
程
度
拓
い

て
準
備
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
が
、
県
と
し
て
は
町
と
歩

調
を
合
わ
せ
て
い
き
た
い
」

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
昨
年

か
ら
延
べ
14
人
の
議
員
が
企

業
誘
致
の
一
般
質
問
を
行
っ

て
い
る
。
町
長
の
決
断
と
実

行
あ
る
の
み
と
思
う
が
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
県
と
の

共
同
事
業
と
い
う
こ
と
で
、

周
辺
整
備
と
分
譲
単
価
を
で

き
る
だ
け
抑
え
る
検
討
を
し

て
い
る
。
県
は
特
任
チ
ー
ム

を
配
し
て
、
P
R
・
周
知
活

動
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
想

定
さ
れ
る
課
題
を
整
理
し
て
、

県
と
共
に
企
業
立
地
に
向
け

事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

①
南
部
工
業
団
地
　
平
面
図

②
　
　
〃
　
　
　
航
空
写
真

③
　
　
〃
　
　
完
成
予
想
図

（
資
料
：
佐
賀
県
・
工
業
団

地
の
ご
案
内
）

▽
観
光
対
応

議
員
　
有
田
町
を
訪
れ
る
外

国
人
観
光
客
へ
の
対
応
は
。

商
工
観
光
課
長
　
キ
ル
ン
有

田
を
訪
れ
る
観
光
客
は
、
２

月
が
60
％
ダ
ウ
ン
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
中
国
か
ら
の
大
型
ク

ル
ー
ズ
船
は
２
〜
５
月
に
か

け
て
完
全
に
ス
ト
ッ
プ
と
い

う
状
況
で
あ
る
。
町
と
し
て

は
、
マ
ス
ク
着
用
や
こ
ま
め

な
消
毒
を
お
願
い
し
て
い
る
。

議
員
　
町
経
済
へ
も
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
が
、
何
ら
か
の

支
援
策
は
あ
る
か
。

商
工
観
光
課
長
　
国
・
県
の

追
加
融
資
も
あ
る
が
、
町
と

し
て
具
体
的
な
策
は
見
出
せ

て
い
な
い
。
今
後
、
商
工
会

議
所
な
ど
と
連
携
し
て
対
応

し
て
い
き
た
い
。

▽
町
民
へ
の
注
意
喚
起

議
員
　
も
し
、
町
内
で
感
染

者
が
出
た
場
合
の
対
応
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
結
論
が
出

て
い
な
い
状
況
だ
が
、
随
時

関
係
団
体
と
協
議
・
検
討
し

て
い
る
。

町
長
　
県
と
連
携
を
密
に
取

り
な
が
ら
、
最
悪
の
シ
ナ
リ

オ
を
描
い
て
、
動
い
て
も
ら

っ
て
い
る
。
共
立
病
院
や
医

師
会
を
中
心
に
協
議
が
で
き

て
い
る
も
の
と
思
う
。

▽
ふ
る
さ
と
納
税

議
員
　
今
年
度
の
状
況
は
。

総
務
課
長
　
３
月
末
見
込
み

で
、
９
億
６
千
万
円
前
後
で

あ
る
。
昨
年
度
よ
り
約
２
千

万
円
の
減
で
あ
る
。

議
員
　
返
礼
品
の
状
況
は
。

総
務
課
長
　
今
年
度
は
、
陶

磁
器
関
連
が
１
位
（
寄
付
額

約
４
億
５
千
８
百
万
円
）
で
、

２
位
が
肉
（
同
１
億
２
千
８

百
万
円
）、
以
下
加
工
品
・

酒
・
米
と
続
い
て
い
る
。

議
員
　
返
礼
品
で
新
し
い
取

り
組
み
は
あ
る
か
。

総
務
課
長
　
町
内
で
利
用
で

き
る
「
電
子
感
謝
券
」
を
取

り
入
れ
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。

町
内
の
登
録
店
で
利
用
で
き

る
感
謝
券
で
、
ス
マ
ホ
対
応

に
し
て
、
６
〜
７
月
か
ら
使

用
可
能
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

▽
ゴ
ミ
対
策

議
員
　
依
然
と
し
て
、
ゴ
ミ

の
不
法
投
棄
は
減
ら
な
い
が
、

監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
は
。

住
民
環
境
課
長
　
監
視
カ
メ

ラ
は
２
台
保
有
し
て
お
り
、

現
在
１
台
稼
動
中
で
あ
る
。

議
員
　
ポ
イ
捨
て
が
あ
る
場

所
へ
の
監
視
カ
メ
ラ
設
置
も

可
能
か
。

住
民
環
境
課
長
　
区
長
も
し

く
は
関
係
者
と
協
議
す
れ
ば
、

設
置
場
所
に
も
よ
る
が
、
可

能
で
あ
る
。

　
そ
の
他
の
質
問

　
答
弁
の
検
証
と
対
応

▽
特
殊
詐
欺
、▽
消
防
関
連
、

▽
自
転
車
事
故
の
危
険
性
、

▽
防
災
対
応
、▽
窯
業
振
興
、

▽
観
光
振
興

　議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

企

業

誘

致

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

令
和
元
年
一
般
質
問
の

答
弁
の
検
証
と
対
応

▲完成予想図 ③

▲航空写真 ② ▲平面図 ①
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今泉 藤一郎議員

一

般

質

問

町
政
を

徹
底
追
求
！

答

交差点の安全を確保せよ

警察・公安委員会に強く訴える

　一
般
質
問
と
は
、議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

　時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る「
一
問
一
答
方
式
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

議
員
○
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
制
度
も
20
年
が
経
過
し
、

平
成
29
年
度
実
績
で
は
協
定

参
加
者
が
５
６
５
人
、
面
積

２
９
２
ha
、
金
額
約
６
２
４

３
万
円
で
あ
る
。
新
年
度
予

算
で
７
２
９
６
万
円
と
あ
る

が
管
理
の
継
続
は
大
丈
夫
か
。

ま
た
、
制
度
変
更
や
課
題
は
。

農
林
課
長
　
今
ま
で
の
生
産

活
動
の
継
続
な
ら
８
割
交
付

と
な
る
。
課
題
は
高
齢
化
や

人
口
減
少
に
よ
る
人
材
確
保

や
協
働
力
の
低
下
。
５
カ
年

継
続
が
で
き
な
い
場
合
は
個

別
の
農
用
地
分
が
交
付
金
返

還
と
な
る
。

議
員
　
昨
年
８
月
施
行
の
棚

田
地
域
振
興
緊
急
対
策
交
付

金
制
度
の
活
用
は
。

農
林
課
長
　
今
ま
で
は
農
作

物
被
害
防
止
事
業
に
取
り
組

ん
で
き
た
が
、
今
後
要
望
等

が
あ
れ
ば
活
用
を
検
討
す
る
。

議
員
　
佐
賀
県
農
業
公
社
に

よ
る
農
地
中
間
管
理
機
構

（
農
地
バ
ン
ク
）
へ
の
登
録

状
況
は
。

農
林
課
長
　
昨
年
１
年
間
で

は
、
貸
付
け
11
人
27
筆
で
、

借
受
け
７
人
。
面
積
は
３
・

２
ha
と
な
っ
て
い
る
。

議
員
　
相
続
未
登
記
農
地
は

法
律
改
正
に
よ
り
、
固
定
資

産
税
を
納
付
す
る
方
な
ど
が
、

農
業
委
員
会
の
探
索
や
公
示

手
続
き
を
経
る
事
で
、
所
有

者
の
同
意
を
得
た
と
み
な
し

農
地
バ
ン
ク
へ
の
登
録
も
可

能
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
荒

廃
農
地
と
耕
作
放
棄
地
や
遊

休
農
地
の
現
状
は
。

農
林
課
長
　
通
常
の
農
作
業

で
は
作
物
の
栽
培
が
不
可
能

な
荒
廃
農
地
は
３
３
２
ha
で
、

再
生
可
能
な
田
は
11　
。
畑

が
19　
存
在
す
る
。

議
員
　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

実
質
化
に
向
け
た
進
め
方
と

取
り
組
み
状
況
。
ま
た
、
各

集
落
に
あ
る
任
意
の
生
産
組

合
を
組
織
扱
い
が
で
き
な
い

か
。

農
林
課
長
　
ま
ず
は
各
集
落

で
農
家
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
し
て
、
結
果
を
グ
ラ
フ
や

地
図
で
説
明
す
る
。
そ
れ
と

後
継
者
・
農
地
・
経
営
の
問

題
を
区
分
す
る
。
２
回
目
は

ま
と
め
を
報
告
す
る
流
れ
で

あ
る
。
現
在
11
集
落
で
行
っ

て
い
る
。
意
欲
の
あ
る
方
に

国
・
県
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
も

あ
り
、
町
独
自
の
事
業
を
示

し
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。
生

産
組
合
は
特
例
で
組
織
と
し

て
認
め
る
場
合
も
あ
る
。

議
員
　
森
林
や
田
畑
が
多
面

的
な
機
能
を
持
つ
事
と
重
要

性
を
頭
で
は
理
解
し
て
い
て

も
、
時
代
に
流
さ
れ
て
い
る
。

瑞
穂
の
国
と
言
わ
れ
る
が
、

平
成
、
令
和
の
時
代
に
一
部

で
も
荒
廃
し
て
い
く
事
は
望

ま
し
く
な
い
。
行
政
機
関
と

し
て
も
必
要
な
事
は
し
っ
か

り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

町
長
　
国
土
保
全
は
た
い
へ

ん
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
以
上

荒
廃
し
な
い
よ
う
に
、
守
る

べ
き
と
こ
ろ
は
明
確
に
線
引

き
を
行
い
、
補
助
事
業
を
活

用
し
な
が
ら
施
策
を
し
て
い

く
。

議
員
　
二
ノ
瀬
入
口
信
号
機

近
く
の
踏
切
先
の
丁
字
路
交

差
点
に
関
わ
る
事
で
、
平
成

23
年
に
佐
賀
県
公
安
委
員
会

に
、
平
成
24
年
に
は
町
長
へ

要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る

が
、
な
ぜ
横
断
歩
道
や
停
車

線
の
路
面
標
示
が
で
き
て
い

な
い
の
か
。

建
設
課
長
　
土
木
事
務
所
は

計
画
し
た
が
、
公
安
委
員
会

と
の
実
施
協
議
で
現
在
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
と
の
事
だ

っ
た
。

議
員
　
そ
の
よ
う
な
事
で
は

い
け
な
い
。
セ
ラ
ミ
ッ
ク
道

路
開
通
時
に
は
牧
地
区
を
横

断
す
る
十
字
路
交
差
点
が
で

き
る
が
、
牧
地
区
と
事
前
協

議
し
て
、
道
路
標
識
や
路
面

標
示
に
不
備
が
生
じ
な
い
よ

う
に
対
処
を
せ
よ
。

町
長
　
未
然
に
交
通
事
故
を

防
止
す
る
事
は
重
要
で
、
警

察
・
公
安
委
員
会
に
強
く
訴

え
て
い
く
。

議
員
　
広
瀬
山
に
出
入
り
す

る
際
に
通
る
変
形
十
字
路
交

差
点
内
や
近
く
に
、
横
断
歩

道
は
な
い
。
町
内
を
総
点
検

し
て
、
不
備
が
あ
れ
ば
地
元

と
協
議
し
て
対
応
せ
よ
。

建
設
課
長
　
交
差
点
を
点
検

し
て
、
改
善
が
必
要
な
箇
所

は
改
善
を
し
た
い
。

農
林
業
施
策
の
現
状
と
今
後

交
差
点
の
安
全
確
保

ha

ha

▲標識や路面標示が無い丁字路交差点

▲県道を渡る横断歩道がない
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町
政
を

徹
底
追
求
！

答 専門家と協議してこれから検討する

諸隈 洋介議員

泉山の買上げ地の有効活用は

議
員
○
史
跡
等
買
い
上
げ
事

業
で
町
が
買
い
取
っ
た
土
地

２
１
６
㎡
の
町
と
し
て
の
利

用
方
法
の
考
え
は
。

文
化
財
課
長
　
泉
山
の
大
イ

チ
ョ
ウ
に
つ
い
て
は
天
然
記

念
物
の
指
定
範
囲
が
昨
年
10

月
に
追
加
指
定
の
告
示
を
受

け
た
。
樹
木
医
に
調
査
を
依

頼
し
て
現
状
や
今
後
の
適
切

な
対
策
を
報
告
し
て
も
ら
う

予
定
。
併
せ
て
有
田
で
最
も

古
い
伝
統
的
建
造
物
な
の
で

跡
地
活
用
を
文
化
庁
や
建
築

専
門
家
と
も
協
議
す
る
。
安

全
性
や
イ
チ
ョ
ウ
の
生
育
と

管
理
を
優
先
し
て
立
ち
入
り

は
制
限
す
る
が
、
景
観
に
は

配
慮
し
て
行
事
な
ど
に
利
用

で
き
る
か
検
討
す
る
。

議
員
　
折
れ
木
対
策
と
史
跡

買
上
げ
や
天
然
記
念
物
の
保

全
の
事
業
の
違
い
な
ど
、
住

民
へ
の
丁
寧
な
説
明
が
必
要
。

ま
た
泉
山
の
磁
石
場
に
加
え

て
大
イ
チ
ョ
ウ
も
観
光
の
目

玉
に
も
な
る
可
能
性
が
高
い
。

地
元
の
意
見
を
反
映
さ
せ
て

活
用
を
す
べ
き
で
は
。

町
長
　
説
明
不
足
は
回
覧
板

等
で
周
知
を
徹
底
す
る
。

　
文
化
財
は
守
る
だ
け
で
な

く
活
用
す
る
よ
う
な
先
駆
的

な
事
例
に
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
一
期
工
事
は
す
で
に

完
成
し
て
お
り
、
二
期
工
事

の
見
通
し
が
立
た
な
い
中
で

現
在
の
い
び
つ
な
状
態
が
続

く
こ
と
に
住
民
の
不
信
や
不

安
が
あ
る
。
観
光
に
も
マ
イ

ナ
ス
の
影
響
を
及
ぼ
す
と
思

わ
れ
る
が
今
後
の
進
め
方
を

含
め
た
現
状
は
。

建
設
課
長
　
二
期
工
事
の
目

途
は
た
っ
て
い
な
い
。

議
員
　
以
前
概
算
で
20
億
を

超
え
る
事
業
規
模
に
な
り
町

の
負
担
を
考
え
事
業
化
の
要

望
を
先
送
り
し
、
都
市
計
画

道
路
を
見
直
す
と
の
答
弁
だ

っ
た
が
見
直
し
は
し
た
の
か
。

ま
た
そ
の
結
果
は
。

建
設
課
長
　
今
の
と
こ
ろ
は

し
て
い
な
い
。
2
路
線
の
廃

止
の
計
画
は
あ
る
が
諮
問
は

し
て
い
な
い
。

議
員
　
進
捗
の
な
い
状
況
な

ら
、
安
全
の
た
め
に
ミ
ラ
ー

設
置
な
ど
の
応
急
処
置
的
な

対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

建
設
課
長
　
安
全
対
策
を
通

し
て
住
民
の
不
信
や
不
安
の

解
消
に
努
め
る
。

議
員
　
中
途
半
端
な
イ
ン
フ

ラ
整
備
に
は
意
味
が
な
い
。

二
期
工
事
は
す
る
の
か
、
し

な
い
の
か
。

建
設
課
長
　
町
の
財
政
が
好

転
す
れ
ば
早
期
に
進
め
る
こ

と
が
可
能
と
考
え
る
。

議
員
　
有
田
ダ
ム
の
キ
ャ
ン

プ
場
の
ト
イ
レ
は
閉
鎖
さ
れ

て
い
る
が
、
撤
去
を
含
め
て

ダ
ム
下
の
駐
車
場
、
マ
イ
セ

ン
の
森
な
ど
、
3
つ
の
ト
イ

レ
を
今
後
ど
う
整
備
し
て
い

く
の
か
。

農
林
課
長
　
現
在
白
川
キ
ャ

ン
プ
場
ト
イ
レ
は
地
下
水
が

漏
れ
て
い
た
の
で
閉
鎖
し
て

い
る
。
今
後
は
3
つ
の
ト
イ

レ
を
総
合
的
に
検
討
し
た
上

で
整
備
し
た
い
。

議
員
　
ト
イ
レ
は
観
光
の
要

で
あ
り
、
民
度
の
表
れ
で
も

あ
る
。
早
急
に
整
備
す
べ
き
。

町
長
　
ト
イ
レ
は
大
切
だ
と

考
え
る
の
で
取
捨
選
択
し
て

合
理
的
に
整
備
を
行
う
。

そ
の
他
の
質
問

赤
坂
球
場
の
施
設
管
理
事
業

　議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

泉
山
大
谷
線
の
進
捗
と
今
後

ダ
ム
周
辺
の
ト
イ
レ
整
備

泉
山
の
買
上
げ
地
の

活
用
と
説
明
は

▲泉山大イチョウ下の買上げ地

▲中樽橋のいびつな状態の交差点
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古賀 四郎議員

一

般

質

問

町
政
を

徹
底
追
求
！

答

内山地区のグランドデザイン策定を

令和 2年度での策定を計画

　一
般
質
問
と
は
、議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

　時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る「
一
問
一
答
方
式
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

議
員
○
計
画
が
、
膠
着
（
こ

う
ち
ゃ
く
）
状
態
だ
が
今
後

の
進
め
方
と
地
権
者
・
期
成

会
へ
の
説
明
は
。

建
設
課
長
　
地
権
者
に
は
役

場
に
来
ら
れ
た
折
、
現
状
は

財
政
状
況
が
良
く
な
れ
ば
と

申
し
上
げ
た
。

議
員
　
以
前
よ
り
期
成
会
も

一
緒
に
行
動
さ
れ
て
い
る
が
、

全
体
の
進
捗
状
況
の
説
明
を
。

ま
た
、
一
期
工
事
の
際
、
残

っ
て
い
る
中
央
分
離
帯
の
撤

去
と
２
・
６
メ
ー
ト
ル
の
高

さ
制
限
の
あ
る
ト
ン
ネ
ル
を
、

１
メ
ー
ト
ル
位
か
さ
上
げ
は

で
き
な
い
か
。

建
設
課
長
　
期
成
会
・
地
権

者
の
方
と
、
話
し
合
い
の
場

を
設
け
る
。
工
事
の
方
は
県

主
体
の
工
事
な
の
で
土
木
事

務
所
に
問
い
合
わ
せ
て
説
明

す
る
。

議
員
　
跡
地
の
活
用
方
法
は
。

商
工
観
光
課
長
　
現
在
、
地

元
の
方
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
等
で
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、

陶
器
市
の
時
は
駐
車
場
に
利

用
し
て
い
る
。
そ
れ
以
後
は

有
効
活
用
法
を
考
え
た
い
。

議
員
　
陶
器
市
で
は
こ
の
ほ

か
会
議
所
跡
地
や
他
の
空
き

地
も
あ
る
の
で
駐
車
場
も
含

め
て
総
合
的
に
関
係
部
署
な

ど
と
協
議
を
。

商
工
観
光
課
長
　
協
議
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

議
員
　
以
前
は
東
西
地
区
別

に
多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
を

建
設
す
る
と
聞
い
て
い
た
が

そ
の
話
は
ど
う
な
っ
た
。

子
育
て
支
援
課
長
　
ま
ず
は

西
地
区
に
４
月
に
オ
ー
プ
ン

す
る
交
流
セ
ン
タ
ー
の
利
用

状
況
等
も
注
視
し
て
い
き
た

い
。

議
員
　
計
画
す
る
際
に
は
子

ど
も
達
の
安
全
上
、
も
う
一

本
橋
の
建
設
も
考
慮
を
。

議
員
　
住
民
の
方
々
の
承
諾

と
進
捗
状
況
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
事
業
区

間
全
体
で
、
９
割
程
度
の
事

業
同
意
を
得
て
い
る
状
況
。

建
物
調
査
が
完
了
し
て
い
な

い
と
こ
ろ
も
、
工
事
着
手
ま

で
に
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

議
員
　
軒
下
配
線
も
あ
り
得

る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
軒
裏
配

線
も
ゼ
ロ
で
は
な
い
が
、
協

力
を
お
願
い
し
て
い
く
。

議
員
　
最
近
は
軒
並
み
工
事

費
用
が
高
騰
し
て
い
る
が
価

格
の
変
動
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
こ
れ
か

ら
の
入
札
と
な
る
。

議
員
　
金
融
機
関
と
契
約
を

結
ば
れ
る
が
こ
の
案
件
に
は

議
会
の
同
意
は
必
要
な
い
の

か
。

財
政
課
長
　
取
得
面
積
が
５
，

０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下

な
の
で
議
決
は
い
ら
な
い
。

議
員
　
町
の
一
等
地
で
あ
り
、

住
民
の
財
産
で
あ
る
か
ら
透

明
性
を
持
た
せ
る
た
め
に
議

決
は
必
要
な
い
か
。

町
長
　
条
例
で
決
め
ら
れ
て

い
る
。
議
決
は
不
要
だ
が
、

議
会
の
全
員
協
議
会
で
説
明

す
る
。

議
員
　
金
融
機
関
移
転
、
旧

有
小
跡
地
、
会
議
所
跡
地
、

イ
チ
ョ
ウ
の
木
広
場
の
整
備

等
内
山
地
区
が
大
き
く
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
る
。
石
場
事

務
所
横
入
り
口
か
ら
の
散
策

の
整
備
を
含
め
、
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
が
必
要
で
は
な
い

か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
今
議
会

に
内
山
地
区
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
策
定
の
予
算
を
計
上
し

て
い
る
。

議
員
　
数
年
前
ま
で
は
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
や
Ｃ
Ｍ
撮
影
誘
致

に
力
を
入
れ
て
い
た
が
、
焼

き
物
を
素
材
と
し
た
ド
ラ
マ

の
誘
致
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長
　
誘
致
は
行

っ
て
い
な
い
。
各
種
メ
デ
ィ

ア
の
取
材
に
は
積
極
的
に
協

力
し
て
い
る
。

議
員
　
今
後
、
観
光
に
は
益

　
力
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
等

や
企
業
、
関
係
先
へ
の
売
り

込
み
を
出
張
の
際
に
は
町
長

に
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
。

町
長
　
当
然
売
り
込
み
に
は
、

今
以
上
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

泉
山
大
谷
線
の
進
捗

電
線
地
下
埋
設
工
事

東
出
張
所
移
転

旧
有
田
小
学
校
跡
地

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
誘
致

▲泉山・大谷線　中央分離帯

▲解体中の東出張所

々
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町
政
を

徹
底
追
求
！

答 まち・ひと・しごと創生総合戦略を中心に取り組む

立部 正則議員

今後の農業振興の取り組みは

議
員
○
県
の
、
棚
田
振
興
計

画
を
受
け
て
町
は
ど
の
よ
う

な
対
応
を
す
る
の
か
。

農
林
課
長
　
指
定
棚
田
制
度

に
１
地
区
参
加
予
定
で
、
具

体
的
な
取
り
組
み
は
ま
だ
策

定
し
て
い
な
い
。
認
定
さ
れ

れ
ば
中
山
間
交
付
金
に
上
乗

せ
が
あ
る
。

議
員
　
岳
で
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
ア

ー
ト
が
あ
る
が
、
棚
田
地
区

の
交
流
イ
ベ
ン
ト
は
町
内
で

は
他
の
地
区
に
も
あ
る
か
。

農
林
課
長
　
二
ノ
瀬
地
区
が

行
っ
て
い
る
。

議
員
　
棚
田
な
ど
で
イ
ベ
ン

ト
を
さ
れ
る
と
き
に
町
は
何

ら
か
の
支
援
を
す
る
か
。

農
林
課
長
　
特
別
な
支
援
は

な
い
。
公
共
施
設
や
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
等
の
貸
し
出
し
支
援

は
で
き
る
。

議
員
　
麦
作
が
推
進
さ
れ
て

い
る
が
、
排
水
が
悪
い
た
め
、

面
積
も
伸
び
な
い
。
排
水
対

策
の
事
業
は
あ
る
の
か
。

建
設
課
長
　
平
成
29
年
ま
で

行
っ
た
が
、
そ
の
後
要
請
も

な
く
、
ま
た
採
択
要
件
が
厳

し
く
な
り
行
っ
て
い
な
い
。

議
員
　
実
施
し
た
場
合
の
助

成
は
ど
の
く
ら
い
か
。

建
設
課
長
　
10
ａ
当
た
り
15

万
円
で
あ
る
。

議
員
　
農
畜
産
物
の
収
益
力

強
化
の
推
進
は
ど
の
よ
う
に

進
め
る
の
か
。

農
林
課
長
　
既
存
作
物
の
収

量
ア
ッ
プ
と
品
質
向
上
が
必

要
。
気
候
変
動
に
合
わ
せ
た

品
種
の
再
編
、
防
除
技
術
の

徹
底
、
連
作
障
害
の
克
服
等

を
進
め
る
。

議
員
　
農
畜
産
物
の
販
路
確

保
の
た
め
の
取
り
組
み
は
。

農
林
課
長
　
カ
ッ
ト
野
菜
の

販
路
拡
大
が
期
待
で
き
る
の

で
は
。
ま
た
ネ
ッ
ト
販
売
も

増
え
る
と
思
う
。
農
協
・
直

売
所
・
青
果
市
場
と
連
携
し

て
進
め
る
。

議
員
　
６
次
化
と
農
工
商
連

携
の
推
進
に
つ
い
て
は
。

農
林
課
長
　
金
柑
・
生
姜
パ

ウ
ダ
ー
の
試
作
を
実
施
。
生

姜
パ
ウ
ダ
ー
に
つ
い
て
は
、

東
京
で
好
評
で
あ
っ
た
。
周

年
栽
培
の
作
物
の
推
進
が
必

要
。
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
で
も
野

菜
の
持
ち
寄
り
が
で
き
る
生

産
体
制
を
検
討
し
た
い
。

議
員
　
地
産
地
消
の
推
進
と

食
育
の
推
進
に
つ
い
て
。

農
林
課
長
　
学
校
給
食
へ
の

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
提
供
が
行

わ
れ
て
い
る
。
学
校
田
の
実

施
の
拡
大
。
地
元
産
の
フ
ァ

ン
の
拡
大
を
図
り
た
い
。

議
員
　
農
業
体
験
・
農
家
民

泊
の
推
進
に
つ
い
て
。

農
林
課
長
　
畑
の
オ
ー
ナ
ー

制
度
を
実
施
中
。
農
家
民
泊

は
、
１
軒
の
農
家
が
実
施
中
。

今
後
、
行
政
も
民
泊
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
希
望
さ
れ
る
と
こ
ろ

に
配
信
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
。

議
員
　
荒
廃
地
が
３
３
２
ha

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
樹

園
地
を
含
ん
で
い
る
の
か
。

農
林
課
長
　
樹
園
地
を
含
む
。

現
在
も
、
農
業
振
興
地
域
に

含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の

見
直
し
か
ら
進
め
る
。

議
員
　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

中
で
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。

農
林
課
長
　
地
域
で
残
す
農

地
を
決
め
て
頂
き
た
い
と
思

う
が
、
国
な
ど
の
補
助
金
等

が
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
な

る
べ
く
残
し
た
い
。

議
員
　
農
産
物
の
特
産
品
づ

く
り
の
進
捗
は
。

農
林
課
長
　
農
産
物
開
発
協

議
会
で
朝
市
を
行
い
地
元
産

の
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ
中
。
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
の
金
柑

の
箱
を
有
工
生
に
作
成
し
て

も
ら
っ
た
。
ま
た
、
種
無
し

金
柑
の
栽
培
の
検
討
を
佐
賀

大
学
へ
依
頼
し
て
い
る
。

議
員
　
神
戸
で
発
生
し
た
先

生
間
の
い
じ
め
の
よ
う
な
こ

と
は
町
内
の
学
校
で
は
発
生

し
て
い
な
い
か
。

教
育
長
　
有
田
町
内
で
は
発

生
し
て
い
な
い
。

議
員
　
神
戸
の
い
じ
め
問
題

で
、
先
生
の
異
動
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
は
追
認
と
い
う

よ
う
な
記
事
が
出
た
が
、
異

動
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

教
育
長
　
本
人
に
ヒ
ア
リ
ン

グ
し
な
が
ら
決
定
し
て
い
る
。

教
育
委
員
会
も
十
分
関
与
し

て
い
る
。

　議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

農

業

振

興

先
生
間
の
い
じ
め

▲湿害の麦田

▲オーナー制度の畑

▲有工生デザインの金柑箱
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樋渡　 徹議員

一

般

質

問

町
政
を

徹
底
追
求
！

答

上水道の消毒薬の減薬を

法定内で行っている

　一
般
質
問
と
は
、議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

　時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る「
一
問
一
答
方
式
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

▽
上
水
道
の
消
毒
薬

議
員
○
法
律
上
、
上
水
道
の

塩
素
濃
度
の
規
定
は
、
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

上
下
水
道
課
長
　
給
水
栓
に

お
い
て
の
残
留
塩
素
濃
度
が
、

０
．
１
ｍ
ｇ
／
ℓ
以
上
保
持

す
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い

る
。

議
員
　
町
で
は
、
残
留
塩
素

濃
度
は
、
遊
離
残
留
塩
素
と

結
合
残
留
塩
素
の
い
ず
れ
を

基
準
と
し
て
い
る
の
か
。

上
下
水
道
課
長
　
遊
離
残
留

塩
素
で
あ
る
。

議
員
　
残
留
塩
素
濃
度
の
上

限
は
。

上
下
水
道
課
長
　
目
標
値
は
、

１
ｍ
ｇ
／
ℓ
以
下
で
あ
る
。

議
員
　
町
で
の
管
理
は
。

上
下
水
道
課
長
　
平
均
し
て

０
．
４
ｍ
ｇ
／
ℓ
前
後
で
あ

る
。

議
員
　
有
田
ダ
ム
や
竜
門
ダ

ム
な
ど
、
原
水
の
状
態
で
の

殺
菌
薬
量
の
考
慮
は
。

上
下
水
道
課
長
　
原
水
を
取

水
す
る
時
の
水
質
で
調
整
し

て
い
る
。

議
員
　
塩
素
濃
度
が
高
い
場

合
の
疾
患
に
つ
い
て
。

上
下
水
道
課
長
　
塩
素
が
水

中
の
有
機
物
と
反
応
し
て
、

発
癌
性
を
持
つ
ト
リ
ハ
ロ
メ

タ
ン
が
発
生
し
た
り
、
喘
息

を
誘
発
す
る
と
い
わ
れ
て
い

る
が
、
水
道
法
に
規
定
さ
れ

て
い
る
範
囲
で
あ
れ
ば
、
影

響
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
町
で
使
用
さ
れ
て
い

る
殺
菌
剤
は
。

上
下
水
道
課
長
　
次
亜
塩
素

酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
あ
る
。

議
員
　
二
酸
化
塩
素
は
、
欧

州
で
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い

る
塩
素
剤
で
、
日
本
で
も
、

今
後
の
使
用
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。
消
毒
性
、
残
留
性
が

優
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
認
可
さ
れ
た
ら
使
用

す
る
意
図
は
あ
る
か
。

上
下
水
道
課
長
　
法
が
定
め

ら
れ
た
時
に
考
慮
す
る
。

議
員
　
日
本
で
は
ア
オ
コ
毒

を
水
質
基
準
と
し
て
定
め
て

い
な
い
が
、「
ミ
ク
ロ
キ
ス

チ
ン
Ｌ
Ｒ
」
を
要
検
討
項
目

と
し
て
、
目
標
値
を
０
．
０

０
０
８
（
暫
定
）ｍ
ｇ
／
ℓ

以
下
と
定
め
て
い
る
が
、
検

査
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。

上
下
水
道
課
長
　
ペ
ー
ハ
ー

値
で
管
理
し
て
い
る
。

▽
定
住
者
促
進
へ
の
Ｐ
Ｒ

議
員
　
定
住
者
へ
の
支
援
金

は
他
の
市
町
で
も
実
施
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
住
環

境
、
特
に
飲
料
水
の
安
全
性

に
つ
い
て
は
、
移
住
促
進
の

目
玉
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

上
下
水
道
課
長
　
法
で
定
め

て
あ
る
数
値
を
外
れ
る
の
は
、

無
理
で
あ
る
。

町
長
　
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援

セ
ン
タ
ー
で
も
言
わ
れ
る
よ

う
に
、
美
味
し
い
水
、
美
味

し
い
食
べ
物
、
豊
か
な
自
然

が
あ
る
。
水
以
外
で
も
Ｐ
Ｒ

し
た
い
。

▽
保
育
園
跡
地

議
員
　
旧
す
が
の
保
育
園
は
、

法
面
修
復
の
際
、
家
屋
解
体

と
聞
い
て
い
る
。
旧
や
ま
だ

に
保
育
園
を
含
め
今
後
の
有

効
利
用
は
。

財
政
課
長
　
旧
や
ま
だ
に
保

育
園
は
、
該
当
区
の
浮
立
保

存
会
の
要
望
で
貸
与
し
て
い

る
。
旧
す
が
の
保
育
園
は
、

売
却
を
予
定
し
て
い
る
が
、

用
地
の
一
部
に
私
有
地
が
あ

り
、
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

▽
共
立
病
院
医
師
住
宅

議
員
　
未
使
用
住
宅
に
つ
い

て
、
建
物
が
リ
フ
ォ
ー
ム
可

能
な
う
ち
に
賃
貸
や
売
却
が

で
き
な
い
か
。

財
政
課
長
　
土
地
は
町
よ
り

無
償
貸
与
、
建
物
に
つ
い
て

は
無
償
譲
与
と
な
っ
て
い
る

が
、
病
院
事
業
の
み
に
使
用

す
る
と
の
契
約
が
あ
る
。
不

使
用
建
物
は
、
有
田
町
へ
返

還
さ
れ
て
い
る
。
公
用
、
移

住
予
定
者
の
お
試
し
住
宅
、

不
登
校
対
策
事
業
用
と
し
て

使
用
す
る
。
売
却
可
能
分
は
、

諸
問
題
解
決
後
、
売
却
予
定

で
あ
る
。

▽
買
い
物
支
援

議
員
　
商
品
を
見
て
買
い
物

を
し
た
い
と
い
う
被
支
援
者

の
支
援
方
法
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
法
の
規
制

も
あ
り
有
効
な
手
立
て
が
な

い
が
、
今
後
検
討
し
た
い
。

▽
移
動
販
売
者
へ
の
支
援

議
員
　
移
動
販
売
を
計
画
し

て
い
る
業
者
、
店
舗
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
へ
の
、
経
済
的
な

支
援
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
希
望
者
に

対
し
て
、
町
独
自
の
支
援
は

な
い
が
、
県
の
事
業
が
あ
り

そ
う
な
の
で
紹
介
し
た
い
。

上
下
水
道
の
安
全
性

町
所
有
不
動
産

移

動

販

売

▲検討されている消毒薬
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一

般

質

問

町
政
を

徹
底
追
求
！

答 可能な限り時間をとりたい

池田 榮次議員

公共下水道の接続対策

　　町長が陣頭に立って

▽
内
山
地
区
は
特
に
低
い

議
員
　
平
成
17
年
に
旧
有
田

町
が
ア
ン
ケ
ー
ト
し
た
結
果
、

内
山
地
区
は
下
水
管
敷
設
に

否
定
的
だ
っ
た
。
今
、
町
全

体
の
接
続
率
は
60
％
弱
。
内

山
地
区
は
一
部
を
除
き
10
〜

20
％
で
特
に
低
い
。
接
続
率

向
上
が
町
財
政
の
回
復
に
大

事
で
は
な
い
の
か
。

町
長
　
浄
化
槽
か
ら
の
切
り

替
え
や
下
水
管
へ
の
接
続
を

広
報
等
で
推
進
し
て
い
る
が
、

今
後
も
水
質
保
全
と
衛
生
的

な
環
境
整
備
に
地
域
の
協
力

で
接
続
を
進
め
た
い
。

議
員
　
町
長
が
陣
頭
で
地
下

タ
ビ
・
円
管
服
（
つ
な
ぎ
）

で
接
続
の
お
願
い
に
回
る
意

思
は
な
い
の
か
。

町
長
　
可
能
な
限
り
時
間
を

と
っ
て
接
続
願
い
に
回
る
。

▽
長
期
的
収
支
の
見
通
し

議
員
　
お
お
む
ね
収
支
の
分

岐
点
は
70
〜
80
％
だ
が
、
80

％
の
接
続
率
試
算
で
20
年
・

30
年
先
の
収
支
の
見
通
し
は
。

上
下
水
道
課
長
　
令
和
４
年

度
ま
で
に
完
了
予
定
の
、
泉

山
地
区
の
下
水
管
敷
設
費
約

10
億
５
千
万
円
を
含
め
、
全

体
工
事
費
を
１
５
１
億
円
と

見
込
み
、
令
和
６
年
度
か
ら
、

約
７
億
２
千
万
円
で
ポ
ン
プ

場
と
浄
化
処
理
場
を
増
設
す

る
計
画
で
あ
る
。

　
長
期
的
な
使
用
料
収
入
の

不
足
は
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
れ
が
必
要
で
あ
る
。

議
員
　
令
和
６
年
度
ま
で
の

総
費
用
が
１
５
８
億
２
千
万

円
に
な
る
。
今
ま
で
の
累
積

赤
字
は
い
く
ら
か
。

上
下
水
道
課
長
　
過
去
、
一

般
会
計
か
ら
約
36
億
円
を
繰

り
入
れ
て
い
る
。

議
員
　
公
営
企
業
の
会
計
処

理
は
理
解
に
苦
し
む
。

▽
国
は
合
併
処
理
浄
化
槽
を

議
員
　
環
境
省
は
小
規
模
自

治
体
の
下
水
道
事
業
に
よ
る

財
政
破
綻
を
懸
念
し
て
、
合

併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を

勧
め
て
い
る
。

町
長
　
町
も
数
回
見
直
し
て

お
り
、
直
近
で
は
、
平
成
26

年
に
合
併
処
理
浄
化
槽
と
比

較
し
た
上
で
、
大
樽
・
上
幸

平
・
中
樽
・
泉
山
地
区
も
下

水
道
区
域
に
決
定
し
た
。

▽
人
口
減
少
は
な
ぜ
続
く

議
員
　
町
の
人
口
動
態
を
調

べ
た
が
、
過
去
４
年
程
で
転

入
奨
励
金
等
の
受
給
者
２
２

１
人
を
含
む
転
入
が
２
１
６

１
人
、
死
亡
を
除
く
転
出
が

２
５
４
６
人
だ
っ
た
。
町
長

は
こ
の
実
態
を
ど
う
判
断
さ

れ
る
か
。

町
長
　
18
歳
の
壁
。
進
学
・

就
職
で
年
間
１
０
０
人
前
後

が
町
を
離
れ
て
い
る
。
他
市

町
に
比
べ
て
流
出
が
多
い
と

は
思
わ
な
い
。

議
員
　
転
入
・
転
出
の
実
態

は
掴
ん
で
お
い
て
欲
し
い
。

▽
奨
励
金
は
６
５
７
０
万
円

議
員
　
４
年
程
で
転
入
奨
励

金
は
い
く
ら
支
給
し
た
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
６
５
７

０
万
円
を
支
給
し
た
。

議
員
　
奨
励
金
支
給
数
の
10

倍
以
上
が
毎
年
流
出
し
て
い

る
。
こ
の
分
析
が
必
要
だ
。

定
住
・
移
住
促
進
策
を
含
め
、

今
後
の
対
応
を
尋
ね
る
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
４
０
０

人
ほ
ど
が
転
出
超
過
の
状
態

だ
が
、
受
給
者
の
80
％
超
が

40
歳
未
満
で
あ
り
、
若
年
層

の
定
住
・
移
住
に
一
役
買
っ

て
い
る
。

▽
町
の
過
疎
化
対
策
は

議
員
　
団
地
や
集
落
は
高
齢

化
・
過
疎
化
が
進
み
、
商
店

や
医
療
機
関
も
な
い
。
町
の

過
疎
化
対
策
を
聞
き
た
い
。

町
長
　
過
疎
化
対
策
は
総
合

的
な
施
策
の
組
み
合
わ
せ
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
今

後
は
経
済
的
支
援
の
み
で
は

無
理
な
の
で
、
切
れ
目
な
い

町
の
総
合
力
を
推
進
し
て
参

り
た
い
。

▽
住
み
続
け
た
い
町
の
施
策

議
員
　
転
出
を
思
い
留
ま
り
、

有
田
に
住
み
続
け
た
い
施
策

が
あ
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
一
つ
の

施
策
で
は
無
理
で
あ
り
、
歴

史
、
文
化
、
産
業
な
ど
の
総

合
的
な
枠
組
み
を
生
か
し
た

取
組
を
推
進
し
て
い
る
。

　議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
へ
の
接
続

住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り

▲内山の下水道接続（Ｒ元.１２月末時点）

▲有田町における人口動態　（人）

Ｈ２８年 ５６６ （１９世帯　　６１人） ６６３

Ｈ２９年 ５２３ （１８世帯　　６２人） ５８０

Ｈ３０年 ５６７ （１５世帯　　５３人） ６４１

Ｒ元年 ５０５ （１４世帯　　４５人） ６６２

合　計 ２,１６１ （６６世帯　２２１人） ２,５４６

転入者 転入・持ち家奨励金受給世帯 転出者

地 区 名 水道加入 下水接続 接 続 率

上 幸 平 １１３件 １２件 １０.６％

白 川 １４９件 ３５件 ２３.５％

大 樽 ６８件 １１件 １６.２％

稗 古 場 ７５件 ２３件 ３０.７％

幸 平 ５７件 １４件 ２４.６％

赤 絵 町 ４４件 ８件 １８.２％

中 の 原 ６５件 １３件 ２０.０％

岩谷川内 １６９件 ６８件 ４０.２％
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梶原 貞則議員

一

般

質

問

町
政
を

徹
底
追
求
！

答

年間を通した観光客増のための環境整備を

グランドデザインを作成し整備したい

　一
般
質
問
と
は
、議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

　時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る「
一
問
一
答
方
式
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

議
員
○
２
月
25
日
の
陶
磁
器

業
界
を
対
象
に
し
た
〝
議
員

と
語
ろ
う
会
〞
で
は
特
に
有

田
焼
業
界
の
活
性
化
に
つ
い

て
、
様
々
な
ご
意
見
、
要
望

を
い
た
だ
い
た
。
現
在
有
田

焼
業
界
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
支
援
策
を
行
っ
て
い
る
の

か
。

商
工
観
光
課
長
　
金
融
支
援

の
一
環
と
し
て
、
振
興
資
金

貸
付
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

有
田
焼
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
と
し
て
、
テ
ー
ブ
ル
ウ

ェ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の

Ｐ
Ｒ
活
動
や
、
海
外
へ
の
販

路
開
拓
と
し
て
、
中
国
深
圳

で
の
展
示
会
出
展
支
援
。
後

継
者
育
成
事
業
で
は
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
採
用
に
よ

る
情
報
発
信
、
大
学
と
連
携

し
て
の
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
事
業
、
佐
賀
県
陶
磁
器
工

業
組
合
と
連
携
し
て
、
伝
統

的
工
芸
品
産
業
後
継
者
育
成

事
業
を
実
施
。
有
田
陶
器
市

へ
の
支
援
及
び
有
田
国
際
陶

磁
展
の
運
営
事
業
を
行
っ
て

い
る
。

議
員
○〝
議
員
と
語
ろ
う
会
〞

で
出
た
数
々
の
要
望
に
つ
い

て
回
答
を
お
願
い
し
た
い
。

　
ま
ず
、「
公
営
の
ア
パ
ー

ト
や
空
き
家
を
安
く
提
供
し

て
、
若
い
人
の
働
き
や
す
い

環
境
を
作
っ
て
ほ
し
い
」
に

対
し
て
は
。

町
長
　
住
み
や
す
い
環
境
つ

く
り
の
た
め
、
行
政
と
し
て

ど
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
か

検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　「
海
外
進
出
、
販
路

拡
大
の
た
め
の
語
学
力
な
ど
、

人
材
育
成
を
し
て
ほ
し
い
」

に
対
し
て
は
。

商
工
観
光
課
長
　
来
年
度
、

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学

と
の
連
携
協
力
の
も
と
学
生

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
け

入
れ
事
業
を
予
定
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
海
外
の
人
た
ち
と

の
交
流
の
中
で
、
語
学
力
と

外
国
と
の
つ
な
が
り
を
作
っ

て
い
き
た
い
。

町
長
　
県
や
ジ
ェ
ト
ロ
と
も

海
外
進
出
の
協
議
を
し
て
い

る
。

議
員
　「
昨
年
の
、〈
ブ
ラ
タ

モ
リ
〉
の
放
映
の
後
、
特
に
、

泉
山
の
磁
石
場
の
観
光
客
が

増
加
し
た
。

　
観
光
客
を
増
加
さ
せ
る
た

め
の
環
境
の
整
備
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
の
作
成
を
、
若

い
職
員
や
町
民
の
人
達
、

〝
若
者
、
よ
そ
者
、
ば
か
者
、

女
性
〞
の
チ
ー
ム
に
作
成
し

て
も
ら
い
、
環
境
整
備
を
し

て
も
ら
い
た
い
」
に
対
し
て

は
。

町
長
　
今
後
の
審
議
会
な
ど

で
は
、
で
き
る
だ
け
女
性
を

登
用
し
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
を
作
り
、
環
境
整
備
を
し

て
い
き
た
い
。

議
員
　「
人
口
を
増
や
す
た

め
に
企
業
誘
致
を
促
進
し
て

ほ
し
い
。
人
口
が
増
え
れ
ば
、

そ
の
家
族
が
窯
業
界
に
就
職

す
る
機
会
も
増
え
る
。
南
部

工
業
団
地
予
定
地
を
早
急
に

拓
き
、
東
京
有
田
会
や
佐
賀

県
人
会
の
人
脈
を
生
か
し
て

企
業
誘
致
を
し
て
ほ
し
い
」

に
対
し
て
は
。

町
長
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
、

工
事
費
の
高
騰
な
ど
、
色
々

な
状
況
が
あ
り
タ
イ
ミ
ン
グ

を
図
っ
て
い
る
。
も
う
少
し

待
っ
て
ほ
し
い
。

議
員
　「
以
前
あ
っ
た
〈
が

ん
ば
る
助
成
金
〉
を
復
活
し

て
、
商
社
の
カ
タ
ロ
グ
製
作
、

窯
元
の
型
製
作
等
に
助
成
を

し
て
ほ
し
い
」
に
対
し
て
は
。

商
工
観
光
課
長
　
来
年
度
、

海
外
事
業
展
開
の
補
助
、
産

業
観
光
へ
の
取
り
組
み
を
実

施
予
定
。〈
が
ん
ば
る
助
成

金
〉
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、

今
年
も
昨
年
並
み
に
約
９
億

２
千
万
円
に
達
し
て
い
る

（
２
月
末
現
在
）。
返
礼
品
は
、

今
年
は
昨
年
よ
り
も
陶
磁
器

が
増
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

返
礼
品
に
、
棚
田
米
と
ご
飯

茶
碗
、
金
柑
ジ
ャ
ム
と
パ
ン

皿
、
高
菜
漬
け
と
漬
物
皿
等
、

有
田
焼
と
町
内
の
農
産
物
が

コ
ラ
ボ
し
た
も
の
を
開
発
し

て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長
　
良
い
も
の
が
あ

れ
ば
コ
ラ
ボ
商
品
も
開
発
し

て
い
き
た
い
。

観
光
客
増
の
た
め
に

環
境
整
備
を

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
、

有
田
焼
と
町
内
の
農
産
物
の

コ
ラ
ボ
商
品
を

▲“議員と語ろう会”のようす

▲泉山磁石場
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一

般

質

問

町
政
を

徹
底
追
求
！

答 情報を共有し、虐待防止の意識を高めたい

蒲原 多三男議員

児童虐待の防止
子どもの安心・安全を図るべきでは

議
員
○
国
は
昨
年
9
月
に
行

政
手
続
き
の
電
子
化
を
検
討

し
、
カ
ー
ド
所
有
者
を
対
象

に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ

イ
ン
ト
付
与
や
健
康
保
険
証

と
し
て
の
活
用
と
、
カ
ー
ド

取
得
の
交
付
円
滑
化
も
促
し

て
い
る
が
国
か
ら
の
指
示
・

連
絡
は
あ
る
か
。

住
民
環
境
課
長
　
す
で
に
連

絡
は
来
て
い
る
。

議
員
　
今
年
の
9
月
ス
タ
ー

ト
で
全
国
共
通
で
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
が
開
始
さ
れ
る
予
定
。

来
年
の
3
月
か
ら
は
カ
ー
ド

を
健
康
保
険
証
と
し
て
の
利

用
も
本
格
化
さ
れ
る
。

▽
カ
ー
ド
に
つ
い
て
の
現
況

議
員
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
制
度
の

概
要
は
。
こ
の
カ
ー
ド
で
町

発
行
の
各
種
証
明
書
を
コ
ン

ビ
ニ
交
付
は
で
き
る
の
か
。

又
、
現
在
の
カ
ー
ド
取
得
は

ど
れ
く
ら
い
か
、
町
の
対
応

は
。

総
務
課
長
　
住
民
環
境
課
で

カ
ー
ド
は
発
行
す
る
。
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
制
の
活
用
は
ア

プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
後
に

マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
の
設
定
を
各

自
が
す
る
。
５
０
０
０
円
を

限
度
で
25
％
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
買
い
物
時
に
ポ
イ
ン
ト

が
つ
く
。
使
用
は
今
年
の
9

月
か
ら
。
登
録
の
フ
ォ
ロ
ー
、

手
伝
い
を
住
民
環
境
課
の
近

く
で
す
る
予
定
。

住
民
環
境
課
長
　
コ
ン
ビ
ニ

で
の
証
明
書
発
行
は
、
す
ぐ

に
対
応
は
で
き
な
い
。
印
鑑

証
明
書
、
住
民
票
の
交
付
の

設
定
で
２
６
４
万
円
、
維
持

費
で
年
間
２
０
２
万
円
が
必

要
。
町
内
の
カ
ー
ド
取
得
率

は
先
月
で
11
・
75
％
。

▽
今
後
の
取
り
組
み

議
員
　
県
内
の
4
市
4
町
が

コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
す
で
に
行

っ
て
い
る
。
町
民
へ
の
サ
ー

ビ
ス
と
利
便
性
の
向
上
を
図

れ
な
い
か
。

町
長
　
カ
ー
ド
の
取
得
状
況

や
近
隣
市
町
も
参
考
に
考
え

た
い
。
現
在
、
町
の
職
員
・

家
族
に
カ
ー
ド
の
取
得
を
勧

め
て
い
る
。

議
員
　
カ
ー
ド
を
健
康
保
険

証
と
し
て
、
使
用
す
る
取
り

組
み
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
来
年
度
中

に
準
備
を
し
、
令
和
3
年
3

月
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
予
定
。

転
職
し
た
時
に
、
新
た
な
保

険
証
を
待
た
ず
に
受
診
で
き
、

高
額
療
養
費
限
度
額
認
定
証

が
必
要
な
く
な
り
、
確
定
申

告
に
も
カ
ー
ド
が
使
え
る
。

議
員
　
平
成
13
年
に
「
子
ど

も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
が
文
部
科
学
省

よ
り
公
布
さ
れ
て
い
る
が
。

生
涯
学
習
課
長
　
承
知
し
て

い
る
。

議
員
　
要
旨
は
、
子
ど
も
の

た
め
に
読
書
環
境
を
よ
り
よ

く
整
え
る
た
め
に
11
条
か
ら

な
る
法
律
で
あ
る
。
読
書
に

は
、
言
葉
、
表
現
力
、
知
性
・

感
性
を
豊
か
に
す
る
力
が
あ

る
が
、
そ
の
取
り
組
み
は
。

子
育
て
支
援
課
長
　
保
育
園

で
は
、
園
児
に
絵
本
や
紙
芝

居
に
ふ
れ
る
機
会
が
あ
る
。

生
涯
学
習
課
長
　
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
事
業
と
し
て
、
７
カ

月
児
健
診
時
に
読
み
聞
か
せ

を
行
い
、
２
冊
の
絵
本
を
配

布
や
他
に
も
幼
児
対
象
の
読

書
活
動
が
あ
る
。

議
員
　
生
活
習
慣
や
世
相
、

社
会
風
潮
が
子
ど
も
の
読
書

に
影
響
が
あ
る
の
で
は
。

教
育
長
　
読
書
は
子
ど
も
に

と
っ
て
大
事
な
こ
と
だ
と
思

う
。
学
校
、
生
涯
学
習
課
と

も
連
携
し
す
す
め
て
い
く
。

議
員
　
町
内
の
児
童
虐
待
の

掌
握
は
。
虐
待
防
止
の
た
め

に
事
前
に
大
き
な
ア
ン
テ
ナ

を
張
り
、
複
眼
的
な
対
応
の

進
め
方
が
重
要
で
は
。

子
育
て
支
援
課
長
　
障
害
に

よ
る
問
題
行
動
、
非
行
、
不

登
校
を
含
め
て
平
成
21
年
・

4
件
、
平
成
25
年
・
17
件
、

平
成
30
年
12
月
迄
・
32
件
で

あ
る
。
要
保
護
児
童
対
策
地

域
協
議
会
実
務
者
会
議
を
年

3
回
開
催
。
案
件
が
出
た
ら

当
事
者
に
対
し
、
即
行
動
で

機
敏
に
動
い
て
い
る
。

教
育
長
　
日
々
、
情
報
の
共

有
や
地
域
の
方
々
、
保
護
者

と
学
校
と
の
繋
が
り
を
よ
り  

　
　
　
　
　
　
緊
密
に
し
、

　
　
　
　
　
　
防
止
の
意
識

　
　
　
　
　
　
を
高
め
て
い

　
　
　
　
　
　
く
こ
と
で
子

　
　
　
　
　
　
ど
も
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
を
第
一
に
し

　
　
　
　
　
　
た
い
。

　議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活
用

児
童
虐
待
の
防
止

子
ど
も
の
読
書
活
動
の

更
な
る
推
進

▲広い使い方を

▲児童虐待防止法のポイント
　　（4月施行）
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議員と語ろう会
●子育てしやすいまちづくりには、１０年後を見

　据えた地域づくりの目標を立て、保育士や看

　護師などの人材を積極的に有田に呼び込むこ

　とが必要。そのために、保育士や看護師の資

　格を取得する学生へ奨学資金を貸し付け、卒

　業後有田へ就職また居住すれば返済は全て免

　除するなどの経済的支援の予算組みをして

　は。

●多世代交流センターの有効活用をお願いした

　い。子どもと高齢者等とのふれあいも良いこ

　とだが、もう一歩進めて発達障害支援セン

　ター的な役割もできたらと考える。社協とそ

　の他の団体との連携に期待する。

●テーマ「災害対策」

総務常任委員会

　主に避難訓練について、意見交換を行った。

●災害に対する訓練は先進地区に学ぶところが

　多いが、日ごろからの訓練や住民への意識付

　けが必要。

●第一次避難所（町指定ではなく、安全面・移

　動時間・距離等の条件を満たした公民館が望

　ましい）に備蓄を兼ねた飲料水、食料、毛布

　等必要ではないか。

●避難に際し、障がい者、独居老人等災害弱者、

　外国人等の名簿の公開及び個人情報を避難誘

　導者に対して開示できるかについては、個人

　情報開示と避難者の情報をどうするのかが問

　題となる。

●ハザードマップの活用と周知、避難場所の設

　定を。

●災害情報の聞き取りづらさを解消し、外部か

　ら通報の他、インターネットや携帯電話を使

　用し、避難場所、規模、状況などの発信と周

　知をいかにして全住民に届けるかが課題。

●ため池等日ごろよりの確認と危険情報の発信

　が欠かせない。

●区単位での防災組織の確立と区役員、民生委

　員、消防団との連携を定期的に行い、平素よ

　り準備が必要。

●有田町として災害対策に対する方針について

　町民にわかりやすく提示し、行動に繋げてほ

　しい。

●年１回の防災訓練を。

●各地区での危険箇所、避難経路、場所などが

　すぐ分かるように、いざという時に行動でき

　る工夫が欲しい。

●多雨に対する有田ダム下の白川河川の排水の

　改良を。

●各地区で防災訓練等をされている。その資

　料、計画等を町の方で集めて指導・アドバイ

　ス等をしてほしい。

●災害時は予想できない事態が発生し混乱す

　る。防災放送が聞こえない箇所が多く改良が

　必要。

●風災害防止のために屋根の取替工事をすれば

　工事費の何％を助成するとか、具体的な施策

　が必要では。

●そ の 他
●３つのテーマは町政にとって重要な事項で、

　短時間だったが貴重な意見も出た。

　今回の意見等を今後の町政、議会運営に具体

　化してほしい。

●議員が教科書どおりの説明でしゃべり過ぎの

　感あり。もう少し参加者の意見、要望を引き

　出す会であったら良かった。

●若い方も議員になれるようにしてほしい。

●議員だけの給料では生活が難しいのでは。
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●テーマ「企業誘致と農業」

産業建設常任委員会　

企業誘致

●南部工業団地の現状はどうなっているのか。

　もったいないので急いでほしい。

●大きな企業が来れば有田を出た人も戻ってく

　るのでは。

●舞原工業団地の企業も人材確保が課題であ

　る。工業団地内も外国人を雇っている状況。

●高校卒業後に地元に残るような施策を考えて

　ほしい。

●若い人は、給料と休日が多くなければ企業に

　入ってこない。

●従来の有田の企業への支援もお願いしたい。

●企業誘致→住宅確保→子どもの増加といった

　繋がりのある施策を。

●企業誘致の情報をもっと流してほしい。

●町として、企業誘致で何を最優先として捉え

　ているか。

●思いきって戸矢の工業団地開発に取り組んで

　欲しい。５０年後を見据えて、今こそ決断すべ

　きではないか。

●良い情報があれば町内企業へ提供したり、人

　手不足には応援体制を作ったりしてほしい。

●外国人の雇用対策として、コミュニティのあ

　り方を研究する必要もあるのでは。

●企業誘致は町の活性化に直結する。町長の工

　夫、奮闘に大いに期待する。

農　業
●米だけの収入では生活できない。有田独自の

　農業に取り組めないか。

●先祖からの土地や農地を町ぐるみ・集落単位

　で管理しているが、後継する若い世代の考え

　が重要。

●後継者がいない。町外へ行って帰ってこない。

●集落営農にも温度差がある。

●農業に魅力がない理由を考える必要がある。

●農業関係者として、議会や行政と一緒にな

　り、農業で生活ができる魅力ある産業になれ

　ば幸いである。

●これからの農業はやり甲斐のある職業になる

　と思う。そのためには人並みの収入がなけれ

　ば長続きしない。

●新規就農者を育成する「トレーニングファー

　ム」を有田でも取り組んだらどうか。

●テーマ「子育て支援」

文教厚生常任委員会

●多世代交流センターは高齢者と乳幼児やその

　親との交流と支援の場と聞いているが、上手

　く機能するのか。

●中学校の部活数が減っているが、生徒の選択

　肢が狭まらないような対応ができないか。

●現在の奨学金制度では大学などに進学し、卒

　業して就職した時点で返還金を背負って社会

　人になることになるので、子どもたちが可哀

　相だ。

●大学や高校の授業料免除など支援を受けられ

　るようになっているが、義務教育の期間より

　も学費がかかる。

　有田町議会では、２月１８日に西公民館で町内各

種団体や町民の皆さん２１人に参加いただき、「議員

と語ろう会」を開催しました。

　「災害対策・子育て支援・企業誘致と農業」をテー

マに、参加者を３つの班に分けて、委員会ごとに

議員が各班を移動する方式で意見交換会を行いま

した。いただいたご意見は今後の活動や町政に反

映できるようにしていきます。

　意見交換会で出されたご意見（アンケート提出分

も含む）をテーマごとに抜粋して掲載しています。

議員と語ろう会を開催議員と語ろう会を開催



　子育てを支援する場、子育て世代と

高齢者が交流する場として、有田町多

世代交流センター「ゆいたん」が令和

２年４月、大木宿に開所しました。

　この施設は、子どもと子育て世代が

集い、同じ悩みを抱える親がいつでも

集える場となります。また、高齢者福

祉において、地域で交流をしたい方や

社会活動をしたい方が集える場として

の役割も担います。

　若い世代が希望を持って結婚、出産、子育てできる環境を作るという基本目標をもとに、地域福

祉や生活支援拠点として今後の利用が期待されます。

多世代交流センター「ゆいたん」開所
（令和２年４月２７日利用開始予定）
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ま
た
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学
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業
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済
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■議長交際費支出状況（令和２年１月～３月）

項目 支出額 備　　考件数

※支出なし

　本会議を傍聴することができます。

ご希望の方は議会事務局へお問い合わ

せ下さい。　　　　　☎4 6－2 1 1 7

議会傍聴について

▲白石町議会総務常任委員会視察（２月１０日）
議会活性化の取り組み、行政事務の効率化（ペーパーレス会議システム）
について研修されました。

■行政視察受け入れ報告
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　２月２５日、生涯学習センターで町内陶磁器業

界関係者の皆さん３２人に参加いただき「業界の

現状、課題と後継者育成、要望・支援」をテー

マに意見交換会を開催しました。

陶磁器業界関係者との

意見交換会を開催

▲意見交換会のようす

▲多世代交流センター「ゆいたん」


